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日本 にお け るピ カソの受容 と歴 史的 回顧－ 影響 、批評 、収集 の軌跡
塚田美香子

本稿 は、 これ ま で当 館 『館 報 』 （55～57号） に掲 載 し
た 研 究 報 告 「日本 にお け る ピカ ソ の受 容 」 で 戦 前 か ら

戦 後 に か け て の 日本 にお け る ピカ ソ受 容 の問 題 を ま と
め た 論 考 の最 終編 で あ る。 換 言 す れ ば 、第 二 次 世 界 大

戦 以 降 の 日本 美術 界 で の パ ブ ロ ・ル イス ・ピ カソ （1881
－1973） の芸 術 に対 す る評 価 や ピカ ソ ・イ メ ー ジが ど

の よ うに推 移 し位 置 づ け られ た か 、 さ らに現 代 美 術 等

との 関係 や 影 響 も考 察 し検 証 す る もの で あ る。
20世 紀 初 頭 に キ ュ ビス ム の創 始者 と して 日本 に紹 介

さ れ た ピカ ソは1）、 ピカ ソ と ブ ラ ッ ク の始 め た キ ュ ビ
ス ムが 難 解 な様 式 の た め に躊 躇 す る 画 家 もい たが 、 一

部 の 前 衛 的作 家 か らは支 持 され て い た 。 しか し、 ピ カ
ソの キ ュ ビス ム 以前 の もの で 、 さ まざ ま に変 貌 す る ピ

カ ソの 芸 術 ス タイ ルが 次 第 に明 らか に な る と戸 惑 い な
が ら も よ り深 く魅 了 さ れ てい く。 ピカ ソが 第一 次 大 戦

後 、 前 衛 的 キ ュ ビス ムか ら古 典 的作 風 へ と一 変 して 再
び世 間 を 驚 か す と2）、 日本 で は特 に こ の ピカ ソの 新 古

典 主 義 時 代 の作 品が 絶 賛 され 、 多 くの 画家 が そ の作 風
を芸 術 に 取 り入 れ た3）。 一 方 で、 ヨ ー ロ ッパ の モ ダニ
ズ ムの 代 表格 と して彼 の行 き詰 ま りを 懸念 す る批 評 も

起 きる よ うに なっ て いた 。
日本 美 術 界 に 、 キ ュ ビス ム以 外 に も ヨー ロ ッパ か ら

新 傾 向 の 美 術 運 動 や様 式 と して フ ォー ヴ ィス ム 、未 来
派 、 シ ュル レア リス ム、 抽 象 美 術 が 次 々 に移 入 され た。
こ の 中で20世 紀 前 半 に は、 特 に ピ カソ作 品 の影 響 を直

接 受 けた 画 家 の ひ と り と して 岡本 太 郎 の存 在 は貴 重 で
あ る。 岡 本 は 、 ヨー ロ ッパ 留 学 中 に パ リの ロ ーザ ンベ
ー ル画 廊 で ピ カ ソの 静 物 画 〔《水 差 しと果 物 皿 》 （1931

年 、 グ ッ ゲ ンハ イ ム美 術 館 、Z.VII:322） 〕 を見 た こ と
が き っか けで 抽 象絵 画 を始 め た。 彼 は ピカ ソ の制 作 姿
勢 を 「創 作 者 と して、 同 じ時 代 の 悩 み に正 面 か ら進 ん
で い く先 達者 の姿 」4）と捉 え て、 岡 本 自 身の 芸 術 に対 す

る 問題 解 決 へ の 一 つ の指 針 とみ な した 。 岡 本 の他 に も
日本 の多 くの 画 家 た ち は 当 時 のモ ダ ン ・ア ー トの代 表
で あ る ピ カ ソ を讃 美 し、 そ の影 響 を受 け て い た が、 第
二 次 世 界 大 戦 中 の ドイ ツ と同盟 を結 ん だ 日本 で は、 政

治 的背 景 か ら 《ゲ ル ニ カ》 （1937年、 国 立 ソ フ ィア王 妃

芸 術 セ ンタ ー、Z.IX:65） を描 い た ピ カ ソ につ い て は
微 妙 な立 場 を と ら ざる をえ な か っ た よ うだ 。 ピカ ソ の
近 況 を憶 測 す る様 々 な風 説 が飛 び交 う なか 、 当 局 か ら
こ の 時期 ピ カ ソは敬 遠 され て い た と思 わ れ る。 しか し

終 戦 後 間 もな く 「ピ カ ソへ の挑 戦 」5）に刺 激 され 、 日
本美 術 界 で しば しば 引用 され た 「ピ カ ソを乗 り越 え る」
とい うこ の 岡本 太 郎 の 言葉 が 日本 の画 家 た ち に とっ て

強烈 な刺 激剤 となっ て い くこ とで あ ろ う。
戦後 は ピ カ ソ 自身 は 、前 衛 的 な美 術 や 世 界 的 な 名声

か ら距 離 を置 いて 、 南 仏 に 引 っ越 した。 私 生 活 で は 、

フラ ンソ ワ ー ズ ・ジ ロー （1943年に知 り合 い 、 ピカ ソ

と の 間 に 二 人 の 子 ど も 、 ク ロ ー ド とパ ロ マ を も う け る

が 、1953年 に ピ カ ソ の も と を 去 る 。） や 、 ジ ャ ッ ク リ
ー ヌ ・ロ ッ ク （1954年 頃 に 出 会 い 、 ピ カ ソ の 最 初 の 妻

オ ル ガ が1955年 に 死 去 し た 後 の1961年 に ピ カ ソ と 結 婚

す る 。） と い っ た パ ー トナ ー を 得 て 、 ピ カ ソ の 作 品 に

は彼 女 た ち や 子 供 た ち が し ば しば 描 か れ る よ う に な る 。

ピ カ ソ の 展 覧 会 で は 、《ゲ ル ニ カ 》 や 《納 骨 堂 》 （1944
­45年 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 近 代 美 術 館 、Z.XIV:76） な ど

の 重 要 作 品 が 出 品 さ れ た 大 回 顧 展 （1953年 、 ロ ー マ 、

ミ ラ ノ ） を は じ め 、 「ピ カ ソ の 絵 画1900­1955年 展 」

（1955年 、 パ リ 装 飾 美 術 館 、 ミ ュ ン ヘ ン、 ケ ル ン 、 ハ

ン ブ ル ク に 巡 回 ）、 ピ カ ソ の 生 誕 を 祝 う 「ピ カ ソ 生 誕

75年 記 念 展 」 （1957年 、 ニ ュ ー ヨ ー ク 近 代 美 術 館 、 シ カ

ゴ 、 フ イ ラ デ ル フ ィ ア に 巡 回 ） や 、1971年 に フ ラ ン ス

政 府 が ピ カ ソ90歳 の 誕 生 日 を 祝 し て 、 ル ー ヴ ル 美 術 館

グ ラ ン ド ・ギ ャ ラ リ ー に 国 有 の コ レ ク シ ョ ン か ら 選 定

した 作 品 が 展 示 さ れ る な ど 、 そ の 経 緯 は ま さ に 巨 匠 ピ

カ ソ の 名 に ふ さ わ しい 王 道 を 歩 ん で い っ た 。

ピ カ ソ は 南 仏 ヴ ァ ロ リ ス を 芸 術 創 造 の 拠 点 に して 、

陶 芸 や 版 画 制 作 を 手 が け る 一 方 で 、 絵 画 も ド ラ ク ロ ワ

の 《ア ル ジ ェ の 女 た ち 》 や 、 ベ ラ ス ケ ス の 《ラ ス ・メ

ニ ー ナ ス 》、 マ ネ の 《草 上 の 昼 食 》 と い っ た 過 去 の 巨

匠 た ち の 作 品 を 題 材 に し た 独 自 の 作 品 を 数 十 点 も シ リ
ー ズ で 制 作 し た 。 彼 は 《ゲ ル ニ カ 》 以 降 、 《朝 鮮 の 虐

殺 》 （1951年 、 パ リ ・国 立 ピ カ ソ 美 術 館 、Z.XV:173）

や 《戦 争 と 平 和 》 （1952年 、 ヴ ァ ロ リ ス 国 立 ピ カ ソ 美 術

館 、Z.XV:196,197） の よ う に 戦 争 を テ ー マ に した 作

品 を 制 作 し 、 レ ー ニ ン平 和 賞 を 二 度 も 受 賞 し た 。 ま た

ピ カ ソ は ポ ー ル ・エ リ ュ ア ー ル と 世 界 平 和 会 議 に 出 席

し、 サ ル トル な ど の フ ラ ン ス の 知 識 人 た ち と と も に ベ

トナ ム 戦 争 へ の 抗 議 運 動6）を し た 。 そ し て1973年4月8日 、

巨 匠 ピ カ ソ は91歳 の 生 涯 を ム ー ジ ャ ン の 自 邸 ノ ー トル
=ダ ム=ド=ヴ ィ で 終 え 、 ヴ ォ ー ヴ ナ ル グ 城 の 前 庭 に 埋

葬 さ れ そ こ に 永 眠 し て い る 。

戦 後 の 日本 美 術 界 は 、 美 術 雑 誌 で は 『み づ ゑ 』 『ア ト

リエ 』 の 復 刊 に 加 え て 、新 た に 『美 術 手 帖 』 『美 術 批 評 』

『芸 術 新 潮 』 が 創 刊 さ れ 、 美 術 評 論 家7）が 活 躍 し、 美

術 ジ ャ ー ナ リ ス ム が 開 花 す る 。 新 聞 社 に よ る 美 術 団 体

展 が 、 美 術 界 を 再 編 成 し て 次 々 に 開 催 さ れ る 。1951年

9月 に は サ ン フ ラ ン シ ス コ 講 話 条 約 の 調 印 で 日 本 の 独

立 が 回 復 し、 こ の 調 印 を 境 に して 読 売 新 聞 社 に よ る 海

外 巨 匠 シ リ ー ズ 、 「マ テ ィ ス 展 」 （1951年3月 ）、 「ピ カ ソ

展 」 （1951年8月 ）、 「ブ ラ ッ ク 展 」 （1952年 ）、 「ル オ ー 展 」

（1953年 ） が 開 催 さ れ 、 モ ダ ン ・ア ー トの 巨 匠 た ち の

展 覧 会 ラ ッ シ ュ と な る 。 海 外 の 美 術 動 向 や 新 し い ニ ュ
ー ス が 、 戦 前 と は 比 べ よ う が な い ほ ど 早 く伝 え ら れ て 、

グ ロ ー バ ル な 視 野 で ピ カ ソ 批 評 や 位 置 づ け を 評 価 す る

こ とが 可 能 に な る 。
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こ う した 時 代 に 日本 美 術 界 は ピ カ ソに どの よ う に反

応 して い くの だ ろ うか。 そ して ピ カ ソ とブ ラ ックが 始
め た重 要 な絵 画 革命 で あ る キ ュ ビス ム は 果 た して 日本
の美 術 作 家 へ 継 承 され た の だ ろ うか 。 ピカ ソ の名 前 や

作 品 は、 新 聞社 主 導 の海 外 展 や 美 術 ジ ャー ナ リズ ム に
よっ て美 術 関 係 者 以外 に も一 般 に広 く知 られ る よ う に
な る。 マ ス メデ ィア か ら 「世 界 で も最 大 の マ チ ス、 ピ
カ ソ禮 讃 民 族 日本 人 」8）と称 され た マ チ ス と ピカ ソ一 辺

倒 の1950年 代 の 日本 美術 界 を まず 詳 細 に 取 り上 げ る こ
とにす る。

I.1950年 代 － 戦 後 復興 期 の 国 内初 の ピカ ソ展

1.戦 時 下 の 日本 美 術 界 とピ カ ソの “婦 人像 ” の 受 容

戦 時 中 の 日本 美 術 界 で は 、 国策 に よ る戦 争 画 の 制作
が 行 わ れ 、 ドイ ツ軍 の パ リ侵 攻 か ら逃 れ て 帰 国 した藤

田 嗣 治 た ち は、 陸 軍 省 の依 頼 で戦 争 記 録 画 を描 くた め
戦 地 に 派遣 され た。 藤 田 が 戦場 の悲 惨 な情 景 を描 い た

《ア ッツ 島 玉砕 》 （1943年、東 京 国立 近 代 美 術 館 、 無期
限 貸 与作 品 ） は 当時 の 話 題 とな っ た。 ア リ ュー シ ャ ン

列 島 の ア ッ ツ島玉 砕 （1943年5月29日） と同 年 に、大 政
翼 賛 会 文 化 部 が文 部 省 と情 報 局 の協 力 の も とに 「日本
美 術 報 国 会 」 を発 足 し、 会 長 に横 山大 観 が 就 任 して 美
術 界 の戦 争 協 力体 制 が な され た。 そ れ よ り少 し前 、「自

由」 や 「前 衛 」 と い う言 葉 は 規 制 され て、 自由 美術 家
協 会 は 美 術 創 作 家 協 会 （1940年7月） に改 称 し、 シ ュ
ル レ ア リス ム は 共産 主 義 に関 わ る と疑 わ れ、 美 術 評 論

家 の 瀧 口 修 造 と画家 の福 沢 一 郎 が 検 挙 され た （1941年
4月 ）。 フラ ンス で の ピ カ ソの 近 況 に つ い て も様 々 な風

説 が 推 測 され た9）。 伊 原 宇 三 郎 は 、 ピカ ソが 《ゲ ル ニ
カ》 を描 い た こ と に対 して 「祖 国愛 に殉 じる ピカ ソ」10）

と嘆 き、 瀧 口 修 造 は戦 後 に な って 「戦 時 中、 私 は官 憲
の ため に ピ カ ソの 画集 を押 収 され た が 、 ピカ ソ は絵 画
の危 険 人 物 の 筆 頭 で あ っ た時 代 で あ る。」11）と語 って い

る こ と な どか ら憶 測 して、 この 時 期 に は ピカ ソ に関 し
て は慎重 に触 れ なけ れ ば身 辺 が危 か っ た よ うで あ る。

1937年 の パ リ万 国博 覧 会 の ス ペ イ ン館 で ピ カ ソの

《ゲ ル ニ カ 》 が 初 公 開 さ れ た と き、 ドイ ツ 語 の 万 博 公
式 ガ イ ドブ ッ ク改 訂版 に は、 近 代 美 術 に 関 す る ヒ ッ ト
ラ ー の最 新 の 発 言 を引用 して、 ス ペ イ ン館 を素 通 りす
る よ うに薦 め られ て い た12）。 モ ダ ン ・ア ー ト排 斥 と し

て 「退 廃 芸 術 展 」 （1937年7月か ら ミュ ンヘ ンを皮 切 り
に 巡 回） を 開催 す るた め に 、宣 伝 相 ゲ ッベ ル ス が ツ ィ
ー グ ラ ー造 形 芸 術 院 長 に退 廃 芸 術 作 品 の 選 択 を指 令 し

て い た。 ドイ ツの 公 的 コ レク シ ョンか ら押 収 した こ れ
らの美 術 作 品 を外 貨獲 得 の た め に 国際 的 美術 市 場 の競

売 に か け る 計画 と して、1939年6～7月 、 ス イ ス の ル ツ
ェ ル ンに あ る フ ィ ッシ ャー 画廊 で、 ナ チ ス が押 収 した

絵 画 と彫 刻 が オー クシ ョ ンに か け られ た 。 そ れ らの な
か に は高 額 が 期 待 され る ゴ ッホや ゴ ー ガ ンの作 品 と共

に ピカ ソ の作 品4点13）も含 まれ て い た （fig.1）。 そ の う
ちの1点 は か つ て 日本 に招 来 され た ピ カ ソの 新 古 典 主

義 時 代 の 《女 の 顔 》 （1922年 、Z.IV:390） で 、1923年 に

石 井 柏 亭 ら が 二 科 会 設 立10周 年 記 念 の た め に フ ラ ン ス

の サ ロ ン ・ ドー トン ヌ と の 交 換 展 を 企 画 し た 際 、 マ テ

ィ ス や ブ ラ ッ ク 等 の 作 品 と と も に 特 別 陳 列 さ れ た こ と

も あ り （fig.2）、 こ の 《女 の 顔 》 は パ リ の ロ ー ザ ン ベ
ー ル 画 廊 か ら 出 品 さ れ た も の だ っ た14）。

ピ カ ソ は 、 退 廃 芸 術 の リ ス トに は 入 っ て い な か っ た 。

ナ チ ス の 「退 廃 芸 術 展 」 は 「大 ドイ ツ 美 術 展 」 と と も

に ミ ュ ン ヘ ン で 開 催 さ れ 、 そ れ ら は 日 本 で も 『ア ト リ

エ 』 （14巻10号 、1937年 ）に 「公 許 さ れ た る 美 術 品 」と 「禁

ぜ ら れ た る 美 術 品 」 と し て 断 片 的 に 紹 介 さ れ た 。 日 本
－ ピ カ ソ の 《女 の 顔 》－ ド イ ツ と い う何 か 数 奇 な 糸 で

結 ば れ て い た こ と に 驚 くの で あ る 。

1947年10月 に 国 立 博 物 館 で 国 内 に あ る 西 洋 絵 画 、 彫

刻 の 作 品 を 集 め た 展 覧 会 「西 洋 美 術 名 作 展 」 （1947年10

月15日 －11月30日 ） が 開 催 さ れ 、 ピ カ ソ の 《婦 人 像 》

も 出 品 さ れ た 。 『朝 日 新 聞 』 （1947年11月14日 ） の 記 事

に 載 っ た 図 版 （fig.3） か ら は 、 ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 時

代 に 描 か れ た 作 品 で あ る こ とが わ か る 。 ピ カ ソ の ク ラ

シ ッ ク 期 の 作 品 は 他 に も福 島 繁 太 郎 旧 蔵 で 、 現 在 当

館 が 所 蔵 して い る ピ カ ソ の 《女 の 顔 》 （1923年 、Z.V:

45） な ど も 国 内 に す で に あ り、1920年 代 か ら1940年 代

に か け て ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 時 代 の “婦 人 像 ” の 日本

へ の 受 容 が 如 何 に 多 か っ た か が 窺 わ れ る 。

1947年 の 『ア トリ エ 』 （no.248） に よ れ ば 、 独 仏 休 戦

fig.1
1939年 、 ス イ ス 、 ル ツ ェ ル ン の フ
ィ ッ シ ャ ー 画 廊 の 売 り立 て に 出 さ
れ た ピ カ ソ の 《女 の 顔 》(左 ）と 《二
人 の 軽 業 師 》

fig.2
二 科 会 設 立10周 年 記 念 に特 別 陳 列 さ
れ た ピ カ ソの 《女 の 顔 》

（「「女 の 顔 」­パ ブ ロ ・ピ カ ソ­筆 」
『読 売 新 聞 』1923年8月20日 ）

fig.3
1947年 の 「西 洋 美 術 名 作 展 」

（国 立 博 物 館 ） に 出 品 さ れ た
ピ カ ソ の 《婦 人 像 》

(「西 洋 美 術 名 作 展 日 延 べ 」
『朝 日新 聞 』1947年11月14日 ）
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条 約 が 結 ば れ 、 ゲ ッベ ルス が 提 唱 す る独 仏 文 化 の 提 携
運 動 に よ り、デ ス ピ オ、ヴ ラマ ンク、 ドラ ン、 ドンゲ ン、
ス ゴ ンザ ック等 の ドイ ツ派 と ピ カ ソ、 デ ュ フ ィ、 マ テ

ィス 、 ボ ナ ー ル等 の 反 ドイ ツ派 に分 か れ た こ との 経 緯
や 、 パ リ解 放 まで の ピ カ ソの 身 の 置 き方 等 を取 り上 げ
て 、 ピカ ソ は ナチ ス か ら 「歪 め られ た芸 術 」 と して絵
の公 開 と売 買 が禁 じられ て いた と記 さ れて い る15）。

ピカ ソは1944年 、 パ リ解 放 と同 じ年 の10月 に フ ラ ン

ス 共 産 党 に入 党 し、 平 和 運動 に も積 極 的 に関 わ る よ う

に な る。 パ リ解 放 後 の最 初 のサ ロ ン・ドー トンヌ （1944

年10月 ） で ピ カ ソの 作 品 が展 示 され た こ と に対 して 、
極 右 の フ ラ ンス 青 年 グル ー プ か ら激 しい 抗 議 が 起 こっ
た。 こ れ ら の こ と を 日本 で は 、 岡鹿 之 助(司 会 ） や 、

帰 国 した画 家 の 末 松 正樹 らが 「最 近 の フ ラ ンス 美術 界
を語 る」 とい う テー マ の座 談 会 で報 告 し合 っ てい る16）。

2.戦 後 の ピ カ ソ 訪 問

1946年9月 、 南 仏 ア ン テ ィ ー ブ 城 内 の グ リ マ ル デ ィ

宮 の 広 間 を ア ト リ エ と し て 提 供 さ れ た ピ カ ソ は 、 地 中

海 風 の 主 題 で 描 い た 壁 画 や 魚 介 類 の あ る 静 物 画 、 《生

き る 悦 び 》（1946年 、 ア ン テ ィ ー ブ ・ピ カ ソ 美 術 館 、Z.X

IV:289） な ど20点 程 を 制 作 し た 。 こ れ ら の 作 品 は 後

に 寄 贈 さ れ て 、 ピ カ ソ 美 術 館 が 開 館 し た 。 ア ン テ ィ ー

ブ で 制 作 さ れ た 作 品 は 、 戦 後 の 暗 い イ メ ー ジ を 払 拭 す

る か の よ う に 自 由 で 健 康 的 な も の で 、 多 く の 美 術 関 係

者 は 魅 了 さ れ 国 内 の 美 術 雑 誌 に こ ぞ っ て 紹 介 さ れ た17）。

例 え ば 川 島 理 一 郎 は 、1951年5月 に ピ カ ソ の ア ン テ

ィ ー ブ 美 術 館 を 訪 れ18）、 ピ カ ソ の 仕 事 の 源 泉 に 触 れ る

た め に 城 内 の ピ カ ソ 作 品 の 展 示 風 景 を 詳 細 に ス ケ ッ チ

した （fig.4）。 川 島 は 、 ピ カ ソ が 描 い た 三 連 画 《サ テ ュ

ロ ス 、 牧 羊 神 、 ケ ン タ ウ ロ ス 》 （1946年 、Z.XIV:242
­244） に つ い て 、 ピ カ ソ の 描 く 線 が 東 洋 の 線 と は 異

な る こ と に 興 味 を 持 っ た19）。 福 沢 一 郎 は 「ア ン テ ィ ー

ブ 時 代 の 明 朗 素 朴 な 人 物 、 靜 物 の 諸 作 品 は 、 彼 に と っ

て は 人 生 を 讃 え る 歌 で あ っ て 、 わ れ わ れ が 天 狗 や 桃 太

郎 の 話 を す る よ う に 、 彼 は 牧 神 や ニ ン フ を キ ャ ン バ ス

に 盛 り 、 息 子 の ク ロ ー ドや 、 妻 の フ ラ ン ソ ワ ー ズ と打

ち 興 じ た も の で あ ろ う 。」20）と 述 べ て い る 。 こ の 言 葉

か ら も 晩 年 の 福 沢 の 版 画 へ 影 響 を も た ら した こ と が 窺

え る21）。

ピ カ ソ は1946年 の 夏 に 南 仏 ヴ ァ ロ リ ス の ジ ョ ル ジ

ュ ・ラ ミエ と シ ュ ザ ン ヌ ・ラ ミエ 夫 妻 の 営 む マ ド ゥ ー

ラ 工 房 を 訪 問 し、 翌 年 に は そ の 工 房 で 陶 器 制 作 に 没 頭

し て 、 鉢 、 皿 、 壷 、 動 物 、 人 物 な ど 約2,000点 を 制 作 し

fig.4
川 島 理 一 郎 の ピ カ
ソ 作 品 の 模 写 ス ケ
ッ チ(川 島 理 一 郎

「ア ンチ ー プ 」 『み づ
ゑ』no.555、1951年 ）
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た が 、こ れ に つ い て 『美 術 手 帖 』 （no.9、1948年 ） の 「海

外 ニ ュ ー ス 」 は 、 「大 衆 は 必 ず ピ カ ソ の 陶 器 の 美 し い

の に 一 驚 す る で あ ろ う し、 ま た 一 種 の 落 着 い た 微 笑 む

よ う な 温 か な 味 、 光 さ え 発 し そ う な 優 美 さ に 驚 くで あ

ろ う」 と 報 じ た 。

ヴ ァ ロ リ ス や カ ン ヌ の 邸 宅 「ラ ・カ リ フ ォ ル ニ ー 荘 」

に 滞 在 中 の ピ カ ソ を 訪 れ た の は 、 硲 伊 之 助 （1951年 ）、

吉 川 逸 治 （1951年 頃 ）、 川 喜 多 長 政 （1951年 ）22）、 佐 藤

敬 （1952年 頃 ）、 岡 本 太 郎 （1953年 ）、 北 大 路 魯 山 人 、

関 口 俊 吾 （1954年 ）、 香 月 泰 男 、 梅 原 龍 三 郎 、 福 島 繁

太 郎 （1956年 ） （fig.5）、な ど が い る 。 画 家 や 映 画 関 係 者 、

陶 芸 家 な ど 各 界 の 大 御 所 も ま る で ピ カ ソ に 吸 い 寄 せ ら

れ る よ う に 揃 っ て 訪 問 し た 。 今 や 巨 匠 と な っ た ピ カ ソ

の 戦 後 の 創 作 活 動 の 一 挙 一 動 に 眼 が 向 け ら れ た 。 そ し

て ピ カ ソ の 陶 器 展 を め ぐ っ て 日本 陶 芸 界 の 関 係 者 も 関

心 を 寄 せ な い わ け に は い か な く な る 。

吉 川 逸 治 は 、1950年 に 日 仏 交 換 展 東 洋 陶 磁 展 の 用 務

を 兼 ね て フ ラ ン ス へ 渡 り 、1951年 頃 、 ヴ ァ ロ リ ス で 開

催 さ れ た 陶 器 展 で シ ョ ー トパ ン ツ 姿 の ピ カ ソ と 出 会 っ

た 。 彼 が 訪 問 し た ピ カ ソ の ア ト リ エ に は 、 ピ カ ソ 制 作

の 牝 山 羊 の 彫 刻 、 プ レ コ ロ ン ビ ア ン の 土 偶 、 明 治 時 代

の 芸 者 の 写 真 な ど が あ り、 椅 子 に す わ る 子 供 の 主 題 の

作 品 や 、 《夜 の 庭 》23）と 題 す る 抽 象 画 と そ の 習 作 等 を 見

せ て も ら っ た 。 そ し て 彼 は ピ カ ソ の 抽 象 絵 画 へ の 関 心

が 、 こ の 絵 に よ く表 れ て い る と 述 べ た24）。

ピ カ ソ は パ リ解 放 後 に 平 和 活 動 に 積 極 的 に 関 わ る よ

う に な り、1948年8月25日 、 ポ ー ラ ン ドの ヴ ロ ツ ワ フ

で 開 催 さ れ た 知 識 人 世 界 平 和 会 議 に ポ ー ル ・エ リ ュ ア
ー ル と と も に 出 席 し、 ク ラ ク フ と ア ウ シ ュ ヴ ィ ッ ツ を

訪 問 し た 。1949年4月 、 パ リ の サ ル ・プ レ イ エ ル で 開

か れ た 世 界 平 和 擁 護 会 議 の ポ ス タ ー に 、 ア ラ ゴ ン に よ

っ て ピ カ ソ 制 作 の 《鳩 》 （1949年1月9日 、 リ トグ ラ フ 、

Bloch:583） が 採 用 さ れ 、 そ れ 以 後 ピ カ ソ が 描 い た
“鳩 ” が 平 和 の シ ンボ ル と な り

、 世 界 中 の 街 角 を 飾 っ た 。

1950年8月 の イ ギ リ ス 、 シ ェ フ ィ ー ル ドの 第2回 世 界 平

和 擁 護 会 議 （ピ カ ソ も 出 席 ） で 使 用 さ れ た ポ ス タ ー で

は 、 《鳩 の 飛 翔 》 （1950年7月9日 、 リ トグ ラ フ 、Bloch:

676,677,678,679） の 何 れ か に 基 づ く図 案 で 制 作 さ れ た 。

こ れ を 『朝 日新 聞 』 （1950年11月30日 ） は 「ピ カ ソ の ボ

ス タ ー 」と 題 し て 「パ リ の 作 家 達 、批 評 家 達 の 間 で 評 判 」

と報 じた 。

か つ て 武 者 小 路 実 篤 と 一 緒 に ピ カ ソ を 訪 問 し た こ と

の あ る 高 田 博 厚 は 、 パ リ で ピ カ ソ の 鳩 の ポ ス タ ー を 見

て 、「水 墨 の 濃 淡 を こ れ だ け に つ か み 生 か せ る 者 は 少 い 」

fig.5
1956年 、 カ ン ヌ の
ピ カ ソ を 訪 問 す る

福 島 繁 太 郎 、 梅 原
龍 三 郎 夫 妻



25）と絶 賛 した。ピ カ ソが 墨 絵 に 関心 を抱 い てい る こ とは、

硲 伊 之 助 も 「君 た ち の祖 先 はあ ん な りっ ぱ な墨 絵 を描
い た の に ど う して そ れ を捨 て て しま うん だ 」 と ピカ ソ

か ら言 わ れ た と著 書 『パ リの 窓』(読 売新 聞社 、1952年）

に記 して い る。 関 口俊 吾 は ピ カ ソの 墨 絵風 景 の こ と を
『みづ ゑ』 （no.576、1953年 ） の 「フ ラ ンス 通 信 」 に記

す な ど、 ピ カ ソが示 す東 洋 へ の 関 心 に 日本 の画 家 た ち
も 目を見 張 っ てい た 。

3.戦 後 の ピ カ ソ 展 － ピ カ ソ ・ブ ー ム と 国 内 美 術 館 の

開 館 ラ ッ シ ュ

3.1ピ カ ソ陶器 展
戦 後 間 も ない 日本 で の ピカ ソの 大 規 模 な展 覧会 は、

日本橋 高 島屋 で 開催 され た 「ピ カソ作 品展 」（1951年8月）
だ が、 そ れ を予 告 す る か の よ う に ピカ ソの 陶器 制 作 を
紹 介 す る展 覧 会 が3つ 催 され た。

最 初 は、1949年 の 「ピ カ ソ陶 器 複 製 展 」 （1949年7月
11日 －16日 、 日本 橋 、 柳 屋 画 廊 ） で あ る。 こ れ は フ ラ
ンス留 学 中の 荻 須 高徳 が フ ラ ンス 思 想 会館 で 開催 され
た 「ピカ ソ陶 器 展 」（1948年11月） を見 た報 告26）を う け

て 開催 さ れ た27）。 大 久 保 泰 の展 評28）で は、 ア ン テ ィ ー
ブ や ヴ ァ ロ リス で の ピカ ソ の制 作 活 動 が紹 介 さ れて い

る。 次 の 展 覧 会 は 「ピ カ ソ陶 器 原 色 版 と河 井 寛 治 郎 自
選 陶 器 展 」 （1950年1月24日 －2月5日 、 た くみ 工 藝 店 ）
で あ る。 『夕 刊 毎 日新 聞 』 （1950年1月30日 ） に柳 宗 悦
の展 評29）が 載 って い る。 そ して3つ め は、1951年3月 の

「ピ カ ソの 陶器 ・石版 画 展 」 （1951年3月15日 －31日 、上

野 松 坂屋 、文 藝 春秋 主催 ） で あ る。 この展 覧 会 は新 聞 ・
美 術 雑 誌 で 賛 否 両論 の立 場 の批 評 が に ぎわ っ た。 とい

う の も展 覧 会 で は 、 陶器 に は、 窯 元(工 房 ） が 在 って
こ そ完 成 す る とい う、絵 画 と は本 質 的 に違 う要 素 が あ

る こ と を無 視 して 「ピ カ ソの 陶 器 」 と して紹 介 され た
か らで あ った 。 この こ とは小 林 秀 雄 、 青 山二 郎 、 北 大

路 魯 山 人 、 『芸 術 新 潮 』 の 「1951年の 芸 術 界 」 な どの
批 評 を読 め ば明 らかで あ る 。評 論 家 の小 林 秀 雄 は、「大
陶 器 国 に 生 れ た 日本 人 の う ち には 、 陶器 に対 して 動 か

し難 い 一 種 の 感覚 が あ る。 そ れ は 人為 や作 為 を き らい 、
個 性 を火 や 土 の力 に没 入 させ る工 人 の 感覚 で あ り、 引
い ては 多 数 の 人 が実 用 の う ち に感 じて い る謙 遜 な普 遍

的 な美 の 感 覚 で あ る。 そ れ が ピカ ソの 陶器 の 前 で 首 を

振 る、 む しろ飾 り画 だ 」30)と記 した。 一 方 、評 論 家 で
骨 董 の 目利 きで あ る青 山二 郎 は 「ピカ ソ が 「工 藝 」 と
い ふ もの をホ ンの少 しで も知 つ た ら、 と思 ふ の は此 方

の 勝 手 で あ る 。 そ の 「過 程 」 か ら一 寸 で もいゝ か ら教

は り、 そ の 「材 料 」 か らチ ヨツ ピ リ學 ぶ 努 力 と喜 び を
持 ち、 最後 に 「窯 」 の 選 擇 に 當然 意 を用 ひ る だけ の 自

由 が あつ た ら」31）と ピカ ソの 陶 芸 に対 す る姿 勢 や 窯 元
につ い て手 厳 し く批 評 した。『芸術 新 潮』（no.24、1951年）
は、「1951年の 芸術 界 」 を振 り返 り、今 日出 海 、福 田恆存 、
三 島 由 紀 夫 、河 盛 好 藏 が 座 談 会 で 、 ピ カ ソの 製 陶 方 法

や 東 西 の 陶芸 の概 念 の 違 い につ い て の話 題 で 盛 り上 が

った32）。
一 方 、佐 藤 敬33）や長 谷 川 三 郎 とい っ た画 家 た ちの 意

見 は好 意 的 で ピカ ソ を賛 美 す る こ とに 変 わ りな く、 例
え ば、 長 谷 川 三 郎 は、 ピカ ソ の 牧 神 の 頭 の 皿 と、 陶
工 で 優 れ た 南 画家 で あ る青 木 木 米 の 急須 とを比 較 し、

「（ピカ ソ の牧 神 の頭 は） “含 蓄 の 藝術 ” で もあ る。 中世
の工 人 の 作 品 に は豊 か に あ って 、 近世 の西 洋 が 見 失 い

勝 ちで あ った もので あ る。そ れ を 、ピ カ ソは再 発 見 した 」
34）と絶賛 した。

この 「ピカ ソ 陶器 展 」 か ら数 年 た った1954年 に、 陶

芸 家 の北 大 路 魯 山人 は ピ カ ソ を 訪 問 し、 「ピカ ソ会 見

記 」 （「芸 術 新 潮 』no.57、1954年 ） に、 “ピカ ソ びい き”
で ない 会 見 記 と して 、 ピ カ ソの 陶 器 は 「陶 器 」 で は な

くて 「陶 画 」 で あ る と小 林 秀 雄 と同 じ意 見 を記 した。

さ ら に魯 山 人 は ア ンテ ィー ブの 美術 館 に ピ カ ソの 寄 贈
作 品が 展 示 され て い る こ とを 知 り、 「生 ま れ な が ら に
して 出 世術 を 身 に つ けて きた 男 」 と、晩 年 の ピ カ ソの

印象 を語 っ た 。 こ の時 代 に ピカ ソの伴 侶 だ っ た フ ラ ン
ソ ワー ズ ・ジ ロ ー の 回想 に よれ ば 、 ピカ ソ は陶 器 制 作
にお い て エ ナ メ ル や釉 薬 の 使 用 方 法 や土 につ い て 熟 考

を重 ね て い た と あ る35）。今 や 世 界 的 巨 匠 とな っ た ピ カ
ソが 陶 器 とい う新 しい媒 体 で 制 作 を始 め た こ と は、 結

果 と して 日本 陶芸 界 に は受 け 入 れ に くか っ た と思 わ れ
る。

3.2戦 後 初 の ピ カ ソ 展

ピ カ ソ の 陶 器 展 に 続 い て 同 年8月 、 戦 後 初 め て の ピ

カ ソ 展 が 開 か れ た 。 こ れ は 国 内 初 の 本 格 的 な ピ カ ソ 展

で あ っ た 。 こ の 「ピ カ ソ 作 品 展 」 （1951年8月26日 －9

月2日 、 日本 橋 高 島 屋 、 読 売 新 聞 主 催 ） に 関 し て 『美 術

手 帖 』 （no.46） は 、 「こ ん ど の ピ カ ソ 展 は 、 マ テ ィ ス 展

以 上 に 強 い 刺 戟 を あ た え る だ ろ う 。」 と 展 覧 会 へ の 意

気 込 み を 載 せ て い る36）。 こ の 展 覧 会 の 出 品 内 容 は 、 ピ

カ ソ の ア ン テ ィ ー ブ か ら ヴ ァ ロ リ ス に か け て の 時 代 の

作 品 で 、 未 発 表 の 作 品 を 含 め て 油 彩16点 、 グ ワ ッ シ ュ 、

ク レ ヨ ン 、 水 彩13点 、 デ ッ サ ン17点 、 彫 刻10点 、 陶 器

15点 、 石 版 画25点 、 挿 絵 本6冊 か ら な っ て い た 。

日 本 橋 高 島 屋6階 の ピ カ ソ 展 会 場 で 大 勢 の 観 客 を 前

に 、 か つ て ピ カ ソ の 静 物 画 の 前 で 泣 く ほ ど 感 銘 し た 岡

本 太 郎 が 解 説 し た （fig.6）。 『美 術 手 帖 』 （no.48） に は 、

8月28日 の 入 場 者 の 質 問 に 対 し て 岡 本 が 返 答 し た 記 録

が 採 録 さ れ た 。 現 在 当 館 が 所 蔵 し て い る 《茄 子 》 （1946

年 ） （fig.7） に つ い て 、 岡 本 は パ ピエ ・コ レ の 技 法 を 立

体 派 時 代 に ピ カ ソ が 発 明 し、画 面 に 貼 ら れ た 紙 片 を “壁

fig.6
1951年 の ピ カ ソ 展
会 場 で 解 説 す る 岡
本太郎(中 央 ）
写 真 提 供:川 崎 市
岡本太 郎美術 館
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紙 の 上 べ り” で 、 「フ ラ ン ス で も よ ほ ど 古 ぼ け た 家 に

で も行 か な け れ ば 見 ら れ な い 代 物 」37）と丁 寧 に 解 説 し た 。

こ の 「ピ カ ソ 展 」を記 念 して 、バ レエ 「生 き る 悦 び 」 （11

月16日 、 日比 谷 公 会 堂 ） が 上 演 さ れ た 。 こ の バ レ エ の

演 出 ・構 成 は 瀧 口 修 造 の 推 薦 に よ る メ ン バ ー で 行 わ れ

た 。 タ イ トル は ピ カ ソ の 《生 き る 悦 び 》 に 由 来 し、 秋

山 邦 晴 に よ る 台 本 、 武 満 徹 と 鈴 木 博 義 が 作 曲 、 北 代 省

三 、 山 口 勝 弘 、 福 島 秀 子 が 衣 装 と舞 台 美 術 を 、 今 井 直

次 が 照 明 を担 当 、 バ レ エ の 振 付 等 を 益 田 隆 、 バ レ エ を

谷 桃 子 バ レ エ 団 が 踊 っ た38）。ピ カ ソ は 第 一 次 世 界 大 戦 後 、

デ ィ ア ギ レ フ 率 い る ロ シ ア ・バ レ エ 団 の 舞 台 装 置 や 衣

装 デ ザ イ ン に 携 わ っ た （そ の 頃 ピ カ ソ の 最 初 の 妻 と な

る ロ シ ア の バ レ エ ダ ン サ ー 、 オ ル ガ ・コ ク ロ ヴ ァ と 知

り合 う）。 ロ シ ア ・バ レ エ 団 は ピ カ ソ や ジ ャ ン ・コ ク トー 、

エ リ ッ ク ・サ テ ィ 、 ス ト ラ ヴ ィ ン ス キ ー とい っ た 詩 人

や 作 曲 家 た ち と の コ ラ ボ レ ー シ ョ ン に よ っ て パ リ で 前

衛 的 な バ レ エ 公 演 を 行 っ た 。 こ の 上 記 の バ レ エ 「生 き

る 悦 び 」 も も し か し た ら そ う し た 雰 囲 気 を 漂 わ せ て い

た の だ ろ う か 。

1957年5月 か ら ピ カ ソ の 銅 版 画46点 、 石 版 画100点 か

ら な る 「ピ カ ソ版 画 展 」 （主 催 ・朝 日新 聞 社 、 後 援 ・フ

ラ ン ス 大 使 館 、 サ ン トル ・デ ュ ・リ ー ヴ ル ・フ ラ ン セ ） が 、

神 奈 川 県 立 近 代 美 術 館 を 皮 切 りに 始 ま り 、 当 館 と 姉 妹

館 の 石 橋 美 術 館 （fig.8） な ど 全 国10カ 所 を 巡 回 し た39）。

当 館 で は 同 年9月10日 －10月9日 に 開 催 さ れ40）、 入 場 者

総 数 は13,059人 だ っ た 。 そ の と き の 出 品 内 容 は 、 『ヴ ォ

ラ ー ル の た め の 連 作 』 の 銅 版 画46点 と 、45年 以 降 の リ

ト グ ラ フ99点 、 ポ ス タ ー6点 で 、 当 館 で は 所 蔵 品4点 と

寄 託2点 の 油 彩 画 も 加 え て 一 緒 に 展 示 し た 。 ピ カ ソ の

版 画 に 魅 了 さ れ る 日本 人 画 家 は 多 く 、 数 々 の 展 評 や 批

評 が 記 さ れ て い る 。 新 聞 紙 面 で も 『朝 日 新 聞 』 が 「ピ

カ ソ 版 画 展 か ら 」と 題 し て4回 シ リ ー ズ （1957年6月18日 、

19日 、21日 、22日 ） で 紹 介 し 、 出 品 作 品 の 図 版 を 載 せ

て 解 説 し て い る 。 図 版 の 各 タ イ トル に は 例 え ば 、 《渦

巻 き 髪 の 女 》 （1946年6月14日 、リ ト グ ラ フ 、M．44）を 「躍

動 す る 生 命 」、《イ タ リ ア の 女 》 （1953年1月21日 、M．238）

を 「写 真 と 線 の 合 奏 」、 《光 線 に あ た っ た 顔 》 （1946年6

月15日 、リ トグ ラ フ 、M．48）を 「清 ら か な “太 陽 ”」、《青 春 》

（1950年6月9日 、リ トグ ラ フ 、M．188）を 「重 厚 な “本 格 作 ”」

fig.7
ピ カ ソ 《茄 子 》1946年
ブ リヂ ス トン 美 術 館 fig.8

1957年 の ピ カ ソ 版 画 展

(石 橋 美 術 館 ） を 見 学 す
る 中 学 生 の 団 体
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と い っ た キ ャ ッチ フ レ ー ズ を つ け て 、 ピ カ ソ の 版 画 が
一 層 際 立 つ よ う に 工 夫 が な さ れ て い る 。

3.3ピ カ ソ展 の展 評 と反響 － ピ カソ ・ブー ム

次 に1951年 の ピ カ ソ展 と1957年 の ピ カ ソ版 画 展 に 関

す る展 評 や 反 響 を取 り上 げ て み た い と思 う。 『日本 美
術 年 鑑 （1952年版 ）』 に よれ ば、 ピ カ ソ 展 とマ テ ィス
展 を比 較 し、 マ テ ィ ス展 （1951年3月31日 －5月13日 、

国 立博 物館 表 慶館 、読 売 新 聞主 催 ） で は、そ の 年 最 高
の 入場 者 で15万 人以 上(会 期44日 間）だ った の に対 して 、
ピ カソ 展 の入 場 者 はマ テ ィス 展 ほ どに は な ら なか っ た

が 、画 壇 に与 え た刺 激 は大 きか った と記 して い る。

確 か に戦 後 の現 代 美 術 を取 り扱 う批 評 家 や 画 商 な ど
へ の ピカ ソ の影 響 は大 き く、 美術 評 論 家 の 東 野 芳 明 は

マ テ ィス展 や ピカ ソ展 を見 て 美術 批 評 を始 め た と さえ

語 って い る41）一 方 、一 般 人 の 印 象 は そ れ とは 対 照 的
で あ っ た 。 画 家 の 小 穴 隆 は 「三 角 や 四 角 の 目の つ い
て い る顔 を 画 い て い る人 の 画 をみ に ゆ く気 は しない 。」、

「ピ カ ソ に た い して は女 性 と して な にか 不 服 が あ る ら
しい 。」、 「奥 さ ん は 会 場 の 入 口 で 三 百 円 の 入 場 料 は い
や に な り、 ピカ ソ展 はや め て 、 別 の デパ ー トで 、 五 十

円の ゴツ ホ展 を み て帰 つ て きた 」42）等 と報 告 した。 ま
た 漫 画 家 の サ トウ ・ハ チ ロー は 「青 の時 代 以 後 の ピ カ
ソ は、 ボ ク に は 親 しめ ない 畫 家 な の だ 。」43）と理 解 を

示 さ な か っ た 。 「只 今 ピカ ソ休 憩 中 ア ンチ ・ピカ ソ
の 辯 」 とか 「只今 ピ カ ソ禮 賛 中 ピカ ソ ・フ ァ ンの 辯 」

とい っ た賛 否 両論 の意 見 が美 術 雑 誌 に掲 載 され た44)。
これ らか ら推 察 す る と、 ピ カ ソ芸 術 は奇 妙 な作 品 で

あ る とい っ た 固定 観 念 が 植 え付 け られ 、一 種 の 社 会 現
象 さえ 巻 き起 こ した よ う だ。 美 術 関係 者 や 、す で に ピ
カ ソの 作 品 を知 っ て い る人 な ら と もか く、 予 備 知 識 も

ない ま まに ピカ ソ の近 作 を見 た 人 た ち が 、果 た して ピ
カ ソ芸 術 を容易 に受 け入 れ られ た か ど うか は疑 問 で あ
る。 例 え ば ロ ン ドンで 開 催 され た マ テ ィス と ピ カ ソの

近 作 展 （1945年12月、 ヴ ィク トリア ・ア ン ド ・アル バ
ー ト美 術館 ） の評 判 につ いて 、 ロ ン ドン市 民 や 新 聞 メ
デ ィア は教 育 上 良 くな い と批 判 して いた そ うで あ る45)。

何 れ に して も見 る 人 に挑 む ピ カ ソの作 品 を前 に ま さ に
一 般 鑑賞 者 はは ね か え され た ので あ ろ う。

1951年 の ピ カ ソ展 に関 して 、 山 口 蓬春 、 福 島繁 太 郎 、

岡本 太 郎 、 ピカ ソ展 委 員 の 倉 林 正 蔵 た ちが 出 品作 品 の
選 定 、 批 評 、 陶器 の陳 列 法 、 評 価 、 デ ッサ ン につ い て

討 議 して い る46)。出 品 作 品 は 戦 争 が 始 ま る頃 か ら現 在
まで の 作 品 の 中 か ら選定 さ れ、1938年 以 降 の作 品 を中
心 に した よ うだ が 、 岡本 太 郎 か ら この 展示 は 「ピ カ ソ
に期 待 して い た 戦 闘 的 な要 素 が 割 に 見 られ な い」 と指

摘 され て い る。 また 、前 述 した よ う に 「1951年の 芸 術
界 」 を振 り返 る座 談会47）で は、 三 島 由紀 夫 は カ ミユ と

比 較 して、「ピ カソ な んか古 さ を感 じる」 と語 っ てい る。
それ は恐 ら く この ピカ ソ展 の 出 品作 に破 壊 的 な要 素 の
作 品 が含 ま れて い なか った か らで はな い だ ろ うか 。

1957年 の ピカ ソ版 画 展 につ い て は、 瀧 口 修 造 は 「ピ



カ ソ の版 画 は作 者 自身 が石 や銅 に じか に 描 い た り彫 っ

た り した もの で 、 しか も石 版 な り銅 版 な りの独 自 な味
を 表 わ してい るの だ か ら、 オ リ ジナ ル で 同 時 に複 数 制

作 で あ る とい う特 徴 を発 揮 す る」48)と評 して い る。 難
波 田龍 起 は 「ピ カ ソの作 品 に はユ ーモ ラス な 面 が大 い
に あ っ て 人 を解 放 に向 か わせ るが 、 また ど こ まで も人

間 との血 み どろ な格 闘 が続 く」49)と述 べ て い る。
評論 家 の土 方 定 一 は4、5年 前 にパ リの ル イ ー ズ ・レ

リス 画廊 で佐 藤 敬 と一 緒 に ピカ ソ の版 画 を見 て 以 来 、
ピ カ ソの版 画 の魅 惑 に取 り憑 か れ、 ピ カ ソの 版 画技 術

は 「アマ チ ュ ア を喜 こば せ 、専 門家 を熱 狂 させ る輝 や

き と生命 力 を もっ てい る」 と評 して い る。 さ らに 出 品
作 の 『ヴ ォラ ー ルの た め の 連作 』 に収 め られ た エ ッチ
ン グ、 「彫 刻 家 の ア トリ エ 」 の テ ー マ や 、 ピ カ ソ が 描

くミノ タ ウ ロス につ い て も批 評 した50）。
同 じ頃 、 ジ ョル ジ ュ ・クル ー ゾ ー 監督 に よ る 「ピカ

ソ 天 才 の秘 密 」 とい う映 画 が 封 切 られ た。 この 映 画

公 開 に関 連 して 『毎 日新 聞』 （1957年5月23日 ） が 全 国
の小 ・中 学 生 を対 象 に 「ピカ ソに お くる児 童 画 」 を募

集 し、 入賞 作 品 は ピカ ソへ 送 る と記 して い る51)。「ち ょ
っ と した ピ カ ソ ・ブー ム で あ る 」 と 『美 術 手 帖 』52)も

伝 え てい る。 この よ うに1951年 の ピカ ソ展 と1957年 の
ピカ ソ版 画 展 に よっ て、 ピ カ ソの 名前 や芸 術 が 一 般 の

人 々 に認知 され る よう にな っ た。

3.4国 内美 術 館 開館 とピ カ ソ作 品の購 入

1950年11月 に 神 奈 川 県 立 近 代 美 術 館 、1952年1月 、
ブ リヂ ス トン美 術 館 、 同年12月 、 国 立 近代 美術 館(東

京 ）、1959年6月 には 国立 西 洋 美術 館 が 開館 す る。現 在 、
国立 西 洋 美 術 館 の 主軸 に な っ てい る松 方 コ レク シ ョン
の な か に は ピ カ ソの作 品 が あ っ た。松 方 幸 次郎 がパ リ
に残 してい た作 品 は 第 二 次世 界 大 戦 の 戦 禍 を逃 れ る も

の の、 戦 後 は フ ラ ンス 政府 に没 収 され た 。 サ ンフ ラ ン
シ ス コ条 約 会 議 以 降 の 長 い交 渉 の末 、 後 に フラ ンス政

府 か ら寄 贈 され る形 式 で 返還 さ れ る こ と にな っ た が、
ピカ ソ の新 古 典 主 義 時代 の作 品 で最 初 の 妻 オ ル ガ を描
い た 《読 書 す る 女 》 （1920年、Z.IV:180） は返 還 さ れ

ず に現 在 パ リ の ポ ン ピ ドゥ ・セ ンタ ー、 パ リ国 立近 代
美術 館 が 所 蔵 してい る 。

また 当時 スペ イ ン特 別 大使 の須 磨 彌 吉 郎 の コ レク シ
ョ ンの な か に もピ カ ソの 作 品 が 見 られ る。1940年 代 前

半 に特 命 全 権 公 使 と して ス ペ イ ンに滞 在 した 須 磨 彌吉
郎 は 、1941年 の パ リ訪 問 の と き、 ス ペ イ ン人 画 家 の ベ
ル トラ ン ・マ セス の 案 内 で ピカ ソ に会 う はず だ っ た が 、
ピ カ ソ はパ リ にい なか った とい う53）。須 磨 コ レク シ ョ
ン は、1956年 にブ リヂ ス トン美 術 館 で展 覧 会54）が あ り、

1970年 に92点 が 長 崎 市 へ 寄 贈 され55）、 同 コ レク シ ョ ン
は現在 長 崎 県 美術 館 が所 蔵 して い る。

1952年 、 ブ リヂ ス トン 美 術 館 の 開館 当 初 の 展 示 室

（fig.9）に は、 ピカ ソの 《女 の顔 》 や 《茄 子 》、《カ ップ
と ス プ ー ン》 が 一 緒 に展 示 さ れ て い る 。《女 の顔 》 は

石 橋 正 二 郎 の西 洋 美 術 作 品 の 収 集 の な か で も早 い 時 期

に あ た り、戦 後 ま もな く購 入 した作 品 で あ る。 正 二 郎

は この 作 品 を大 変気 にい って お り、 美術 館 が 開館 す る
以 前 は 自宅 の 部屋 に飾 っ てい た 。 正 二郎 は購 入 時 の 経

緯 を 「私 の好 きな作 品 パ ブ ロ ・ピカ ソ の女 の 顔 」 と
題 して 『アサ ヒ グ ラ フ』 （1962年6月29日） に 「世 界 の

宝 だ」 と話 して い る。 美 術 館 の 開館 カ タロ グ の表 紙 に
は 《女 の顔 》 が 選 ば れ た （fig.10）。

1951年 の 「ピ カ ソ展 」 に出 品 され て い た 《茄 子 》 は

戦後 の ピ カ ソの 画 商 と言 わ れ る ル イー ズ ・レ リス画 廊
の所 蔵 で、 展 覧 会 後 に 当館 が 入 手 した 。 さ らに 当館 で

は1957年 の 「ピカ ソ版 画 展 」 に出 品 され た と思 わ れ る

『ヴ ォラ ー ルの た め の 連作 』 の エ ッチ ン グ46点 を翌 年 、
購 入 した 。 ま た 『日本 美 術 年鑑 （1952年版 ）』に は 「1951

年 の海 外 美 術 展 で もた ら され た作 品の う ち、 か な りの
数 が 日本 に留 ま る こ とに な っ た」 と記 され て い る が 、
1951年 の 「ピ カ ソ展 」 に 出 品 さ れ た作 品 の う ち 《頭 蓋

骨 の あ る静 物》（1942年） を大 原 美術 館 が 入 手 して い る。

4.ピ カ ソ論 と批 評
ここ で は、岡本 太 郎 が発 した 「ピカ ソ を乗 り越 える 」

とい う提 言 が 日本 美 術 界 へ 与 え た影 響 につ い て 、 また

戦 前 に 懸念 さ れ た ピ カ ソ芸術 の 衰退 に 関す る事柄 に つ
い て 取 り上 げ る。 まず 戦 後 ま もな く岡本 太 郎 が 提 言 し

た 「ピカ ソ を乗 り越 える 」 とい う言 葉 が 日本 美 術 界 へ
どの よ うな 影響 を及 ぼす こ とに な っ た の か、 美 術 評 論

等 か ら考 察 して み たい 。

4.1「 ピカ ソ を乗 り越 え る」 とい う こ とにつ い て

戦 後 の ヨー ロ ッパ での ピ カ ソの批 評 や位 置 づ け につ
い て、 次 の 二 人 の評 論 家 に よ る批 評 が あ る。 フ ラ ンス

の抽 象 美術 の 雑 誌 『CIMAISE』 の創 立 者 の 一 人 で、 前

衛 美 術 の 支 持 者 ミ ッシ ェ ル ・ラ ゴ ンが 「ピ カ ソ は も う
遠 い存 在 とな っ て しま っ た」 や 「わ れ わ れ の期 待 を裏

切 る展 覧 会 に 陳 べ られ てい る た くさん の鳩 と、 羊 をか
か え る男 」、 「自分 の作 品の 相 場 の 上 下 を平 静 に胸 算 用
を す る とは 、 ま こ と に幸 福 な人 と言 わ ね ば な らな い 」
56)と皮 肉 め い た 批 評 を して い る。 ア ンフ ォル メ ルの 提

唱者 ミッシ ェ ル ・タ ピエ は 「生 成 す る美学　（Esthetique
en devnir，Barcelona,1956)」 の文 中 で 「ピ カ ソや ブ ラ

ック のあ の 幽 霊 の よ うに灰 色 が か った 巧 み な構 造 に は
ほ ん の小 声 で 敬 意 を表 わ そ う で は ない か 。 そ れ に キ リ

fig.9
1952年 、 ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館 開 館 当 初 の
様 子 。 左 か ら ピ カ ソ の 《カ ッ プ と ス プ ー
ン》、《茄 子 》、《女 の 顔 》が 展 示 さ れ て い る 。

fig.10

『ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館
開 館 記 念 展 覧 会 』 図 録
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コの 形 而上 学 的時 期 が そ うで あ りえ た よ う な、 ピカ ソ、

ブ ラ ック に も劣 らず 天 才 的 で 、 そ の う えあ る世 界 の 終
わ りを 意識 してい たが 故 に一 層劇 的 で あ った 幽 霊 の 同

類 に対 して も。 そ して 「決 定 的 に頁 を繰 っ て しまお う」
で は な い か。」57)と、 モ ダ ン ・ア ー トの 先 鋒 で あ る ピカ
ソや ブ ラ ッ ク、 ピ カ ソ以後 の画 家 キ リ コ を否定 した 。

この よう な ヨー ロ ッパ に お け る ピ カ ソの 評価 に対 し

て 、 日本 の美 術 界 は ど う受 け とめ てい ただ ろ うか 。針
生 一 郎 、岡 本 太郎 、羽仁 進 は 「座 談会 美術 と大 衆 」(『美

術 手 帖 』no.125、1957年）58)で「ピカ ソは 日本 の現 状 で は、

早 過 ぎる、 赤 旗 な らば わ か る」 と座 談 して い る が 、 こ
れ は どの よ うな文 脈 で語 られ た の であ ろ うか。

当 時 の様 子 を赤 瀬 川 原平 は 「そ の ころ 団体 展 な どで
も、 大 き なキ ャ ンパ ス に群 像 を描 くの が は や っ て い た
の は、 そ うい う時代 の 空気 のせ い だ ろ う。世 の 中 の構

造 が 一 目瞭 然 と して お り、抑 圧 を覆 す の に 、 ひ たす ら

強い 力 だ けが 望 まれ て い た。 だか らた だ の一 枚 の絵 画
とい う もの に も、社 会 と の直 接 的 な対 応 を希 望 して い

た の だ。(中 略 ） そ の 結 果 、 労働 者 を描 くこ とが 絵 画
の 新 しさだ と思 わ れ て い た。」59)と記 して い るが 、 当 時

は社 会 主 義 リア リズ ム を通 して 人 間 の存 在 に迫 ろ う と
した り、 シ ュ ル レア リス ムや 抽 象 な どの モ ダ ン ・アー
トの 動 向 を取 り入 れ る な ど、 新 しい リア リズ ム絵 画 に

つ い て い ろ い ろ と模 索 して い た こ とが わ か る。 美術 界

で は、 い わ ゆ る 「リア リズ ム論 争 」 が1946年 か ら4年

間 に わ た り批 評 家 、 画 家 らに よっ て火 花 を散 ら して い
た 。

美術 雑 誌 等 で の 評 論 家 や 画家 の発 言 や 討 議 を時系 列

的 に お っ て み た い。 まず 、1949年1月 の 『ア ト リエ 』
（no.264）で、 「ピカ ソ と現 代絵 画 」 と題 して福 沢 一郎 、

吉 川 逸治 、 植 村 鷹 千 代 が ピカ ソ芸 術 の 豹 変 や 限 界 に つ
い て 討 議 し、 福 沢 は 「ピカ ソ の 形 式 は 行 き詰 ま っ て
い る」60）と述 べ た 。 岡 本 太 郎 は 同年10月 の 『ア トリエ 』

（no.273）の 「ピカ ソ芸 術 の 表裏 」 の な か で、 時代 の歴
史 的限 界 が ピカ ソ芸術 に這 い よって 来 た が、若 手 が 「ピ
カ ソ の宿 命 的 な 限 界 か ら出発 し、 これ か らの芸 術 の 担
い手 と して や が て彼 を否 定 し、 新 しい 時代 の価 値 を創

造 す る」61)と記 した。
次 に岡 本 は 、1951年10月 の 『芸術 新 潮 』 （no.22）の

「ピ カ ソ展 」 に 関 す る座 談 会 で、 ピ カ ソ論 を 執 筆 した
こ と を ほ の め か し、 「の り越 え る とい う決 意 で ぶ つ か

らな け れ ば本 質 は わか らな い」62)と述べ た。 そ して、「ピ
カ ソに 挑 み の り超 え る こ とが 我 々 の直 面 す る課 題 で あ
る」 （『ア トリエ』no.298）63）とい う岡 本 の提 言 が な され
た の で あ る。

植 村 鷹 千 代 は翌 年 、『芸術 新 潮』 （no.27）と 『ア トリエ』

（no.304）に フ ラ ンス の青 年 画 家 た ち は 「ピカ ソ芸術 の
本 質 が 既 に彼 等 の 理 解 の 中 に捉 え られ た 」 た め 、 「ピ
カ ソ を乗 り越 え よ う、 ピカ ソ芸 術 の発 展 を 自分 た ち で

継 こ う とす る考 え に移 行 した 」64)と述 べ て い る。
当 時 のパ リ の美 術 界 につ い て1952年 に フラ ンス留 学

した今 井 俊 満 は、 か つ て の エ コ ー ル ・ド ・パ リの世 紀
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末 的 な頽 廃 は消 え去 り、抽 象絵 画 の黄 金 時 代 に入 っ て
い て、「各 国の 若 い新 人 達 が ピカ ソ、ク レー更 に ラー ル ・

ア ブ ス トレ ー をの り こえ て そ れぞ れ 独 自の 未 開 の境 地
を 見 出す べ く新 しい 突破 口 を求 め、 異 常 な努 力 を続 け
て い る 」65）と報 告 した。 彼 は ピカ ソ の絵 画 思 考 を ヒ ュ
マ ニ ズ ム の立 場 にた ち な が ら、 現 実 を直視 し人 間 の精

神 を反 映 させ て い る と考 え て い るが 、 ア トラ ンや今 井
の友 人 達 、 リオ ペ ル や サ ム ・フ ラ ン シス 、 マ リヤ ン の
ピカ ソへ の 批 判 を読 み取 っ て 、 「我 々 は ピカ ソか ら学

ん だ 自 由 さ とそ の前 衛 精 神 を うけ つ ぎ発展 させ てい か

ね ば な ら ない 。」66)と若 い世 代 に新 しい 前衛 的 な動 きが

着 々 と準備 され て い る こ と をほ のめ か した。
今 井 の 報 告 と同 年 の1955年 に、 海藤 日出男 、 植 村 鷹

千 代 、 徳 大 寺 公英 に よ る 「座 談 会 ・ピカ ソ を乗 り越 え
る もの 」(『美 術 手 帖』no.98） が行 われ た 。 こ の座 談 会
で2年 ぶ りに ヨ ー ロ ッパ を取 材 した ジ ャ ー ナ リス トの

海 藤 は、 フラ ンス画 壇 の 新 しい 動 きに つ い て、 若 手 画

家 た ちが 以 前 は 「ピ カ ソが 何 もか もや っ て い るの で 、
自分 た ち は何 をや っ た らい い か 分 らな い」 と言 って い
た が 、 「今 度 は ピ カ ソ をあ ま り気 に しな くな って い る 」
と述 べ て、 「そ うい う と こ ろ か ら ピ カ ソ を乗 り超 え た

とい うこ とが 云 われ るわ けで す 」67)と明言 して い る。

前 述 の よ うに今 井 俊 満 や 海 藤 日出 男 が フ ラ ン ス の
若 い作 家 た ち の ピ カ ソ観 の 変 化 を伝 え る と、 翌 年1956
年 、 岡本 太 郎 は 『芸術 新潮 』 （no.75）で 、 「ピ カ ソに焦

点 を合 わせ る こ と に よっ て 、 日本 にお け る我 々 の芸 術
運動 の位 置 、 方 向 をは っ き りさせ よ う と考 え た 。 まず
一 つ の筋 をあ た える た め に 、 それ は絶 対 の 土 台 で あ り、
絶 好 の 口実 だ った 。私 は ピ カ ソ とい う渾 沌 の神 格 に対
して、 “の り超 え る” とい う テ ーゼ を置 い た の で あ る。
ま さに 戦 後 の 日本 の 緊急 課 題 だ っ た。」 と記 した。 岡

本 に よ る 「ピカ ソ を乗 り越 え る」 とい う提 言 は 、 こ う
して 日本 の 美術 界へ 浸 透 してい った よ うで あ る。 以 上
の流 れ を表Aに まとめ た 。

4.2ピ カ ソ の 《三 人 の 踊 り子 》 を め ぐ っ て

戦 後 に な っ て 、20世 紀 の モ ダ ニ ズ ム 絵 画 論 を 構 築 し

ア メ リ カ の 美 術 批 評 に 大 き な 影 響 を 与 え た ク レ メ ン

ト ・グ リ ー ン バ ー グ は 、ピ カ ソ 論 考 （1957年 ）68）の な か で 、

「今 世 紀 最 初 の 四 半 世 紀 の 平 穏 な る モ ダ ニ ズ ム の 衰 微

は お そ ら く 、 当 然 の 成 り行 き と し て 、 ピ カ ソ の 衰 微 で

も あ る 他 は な か っ た 」 や 、 ピ カ ソ は 「1926年 以 降 の 彼

の 油 彩 に 傑 作 と呼 べ る も の が 殆 ど な く 、1938年 以 降 は

全 く な くな る 」と 述 べ 、さ ら に ピ カ ソ の 「《三 人 の 踊 り子 》

は 失 敗 作 で あ る 」 と批 評 し た 。

イ ギ リス の 批 評 家 で ピ カ ソ の 評 伝 を 執 筆 し た ロ ー ラ

ン ド ・ペ ン ロ ー ズ は 、 逆 に 《三 人 の 踊 り子 （ダ ン ス ）》

（1925年 、 テ ー ト ・モ ダ ン 、Z.V:426） こ そ 、 ピ カ ソ

が 新 古 典 主 義 時 代 か ら 決 別 し、 シ ュ ル レ ア リ ス ム へ 接

近 す る 「ピ カ ソ の 仕 事 の 一 つ の 転 換 点 」69）と 見 な して

い る 。

こ の 作 品 は1925年 春 、 友 人 の 画 家 ラ モ ン ・ピ チ ョ ッ



表A:「 ピ カ ソ を乗 り越 え る 」 こ と に つ い て

1949年

1949年

1951年

1951年

1952年

1952年

1955年

1955年

1955年

1956年

福 沢 一郎 、 吉川 逸 治 、植 村 鷹 千 代

岡本太郎
岡本太郎
山 口蓬 春 、 岡本 太 郎 、 倉林 正 蔵 、福 島繁 太 郎

植村鷹千代
植村鷹千代

今井俊満
海 藤 日出男 、植 村 鷹 千 代 、徳 大 寺 公英

今井俊満
岡本太郎

「鼎 談　 ピ カ ソ と 現 代 絵 画 」 『ア ト リエ 』no.264

岡 本 太 郎 「ピ カ ソ 芸 術 の 表 裏 」『ア ト リ エ 』no.273

「ピ カ ソ の 芸 術 」 『ア ト リエ 』no.298

「座 談 会　 ピ カ ソ 展 」『芸 術 新 潮 』no.22

「1951年 の ピ カ ソ 」 『芸 術 新 潮 』no.27

「ピ カ ソ へ の 課 題 」 『ア トリ エ 』no.304

「戦 後 の パ リ に 生 き る 」『美 術 手 帖 』no.90

「座 談 会 ・ピ カ ソ を 乗 り超 え る も の 」 『美 術 手 帖 』no.98

「20世 紀 に 於 け る ピ カ ソ の 位 置 」「美 術 手 帖 』no.99

「ピ カ ソ 」 『芸 術 新 潮 』no.75

トの訃 報 を受 け て ピカ ソ は、 か つ て ピチ ョ ッ トも出席

した 「ア ン リ ・ル ソ ー礼 讃 の 晩 餐 会 」 を 回想 しなが ら
制 作 した とい う。 画面 右 手 の 窓 には 黒 い シ ルエ ッ トで
ピチ ョッ トの横 顔 が描 か れ て い る。 また左 端 の踊 り子
の痙 攣 的 な 表 現 は、 「美 は 発 作 的 な もの で な け れ ば な

らない 」 と ア ン ドレ ・ブ ル トン ら シュ ル レ リス トが ま
さ に称 賛 す る造 形 描写 で あ る。 この作 品 が描 か れ る一

年 前 、 ア ン ドレ ・ブ ル トンは 「シ ュル レア リス ム宣 言 」
を発 表 し、《三 人 の 踊 り子 》 と 《ア ヴ ィニ ヨンの 娘 た ち》

（1907年、 ニ ュー ヨー ク近 代 美術 館 、Z.IIa:18） は 『シ
ュ ル レア リス ム革 命 』 誌 の第4号 （1925年7月15日 ） に

掲 載 され た。
富 永 惣 一 は、1932年 にパ リの ジ ョル ジ ュ ・プ テ ィ画

廊 で 開か れ た ピ カ ソの大 展 覧 会 で見 た ピ カ ソの1925－
26年 頃 の 作 品 を 「あ ら ゆ る物 体 は 分解 され て そ こ に残
っ た もの は、 畢 竟 ピカ ソの 色 彩 的 戦 慄 の み で あ る」70）

と当時 の 印 象 を述 べ て い たが 、 「《三 人 の踊 り子 》 に表
わ れ た新 しい 兆 候 は 、 ま さ に この ブ ル トン達 の シ ュー
ル ・レア リス ム に呼應 す る もの に違 い あ りませ ん 」、「シ
ュ ー ル ・レア リス ム に飛 び込 んだ こ とは 、 あ る人 が い

うよ う に、 彼 の発 展 を さ ま た げた の で は な く、 ピ カ ソ
の造 形 的 天 分 を単 に造 形 性 に止 め ない で 、 む しろ無 限

大 に拡 充 した もの と して、 非 常 な意 味 が あ っ た とい わ
な けれ ば な りませ ん」、「い わ ゆ る シュ ー ル ・レア リス
トの よ う な静 止 的 な表 現 で は な く、猛 烈 に動 く、 遊 動

性 を も って 人 間 の情 念 に反 響 して くる波 動 を描 いて い
ます 。」 と著 書 『ピカ ソ』 （岩 波 書 店 、1954年 ） で 論 じ
てい る。

グ リー ンバ ー グ は 、 ピ カ ソの この 時代 の彫 刻 類 、 画
家 とモ デル の 主 題 、《磔 刑 図》 （1930年、 パ リ ・ピ カ ソ

美 術 館 、ZVII:287） は 「何 ら この 解 決 を み た もの は乏
し く」 と評 す る が 、 この 時 代 の ピカ ソ は星 座 図 に関 心
を示 す な ど空 間 表 現 や 身体 の 造 形 表 現 に集 中 し、 《三
人の 踊 り子 》 や 《磔 刑 図》 に は、 ピカ ソ の なか にあ る

愛 と生 と死 をめ ぐる テ ーマ や 、磔 刑 の伝 統 的 な象 徴 な
どが 合 わ さっ て 、 これ ら はや が て超 大 作 《ゲ ル ニ カ 》
へ と繋 が るの で あ る とい う解 釈 が な され てい る 。

T.J.ク ラ ー クが2009年4～5月 に ワシ ン トン ・ナ シ ョナ

ル ・ギ ャ ラ リー で 「ピ カ ソ と真 実 」(6回 シ リ ー ズ） と
い う講 演 を 行 い 、 第3回 で 《三 人 の 踊 り子 》 の 内 的 ・

外 的 空 間 の 革 新 的 イ メ ー ジの 再 構 成論 を展 開す る。 こ
の 作 品研 究 は現在 もなお 継続 して い る。

戦 後 の 日本 美術 界 での ピ カ ソの 位 置づ けや 彼 の 芸 術
紹 介 は、 ヨー ロ ッパ での 批 評 や 国 内 で の 岡本 太 郎 の 発

言 が 先 導 す る 。20世 紀 初 め に 日本 に紹 介 され た ピ カ ソ
の イ メー ジ は 、 ピカ ソ芸 術 の 解 釈 や 国 際化 す る美 術 の

流 れ の な か で 変 わ っ て い く。 ピカ ソの イ メ ー ジ変 遷 に
つ い て は、1960年 代 の章 で後 述 す る。

5.日 本美 術 界 の 国際 化 と ピカ ソ

戦 後 の厳 しい経 済 事 情 か ら回 復 す る に つ れ て、 日本
の 美 術 界 は 活気 に あふ れ て い く。 美術 雑 誌 の復 刊 や 創

刊 に よる 美術 ジ ャー ナ リス ムの 開 花 、新 聞社 に よ る美

術 団 体 展 や 海外 巨 匠 シ リー ズ展 、 国 際 的規 模 の 展 覧 会
が 開催 され 、 ア ンフ ォ ル メル 旋 風 が 吹 き上 げ た。 版 画

家 の 駒 井 哲 郎 や棟 方 志 功 が 国 際 的 に 評価 さ れ、 版 画 の
芸 術 的 価値 が 高 ま っ た。 美 術 記 者 の船 戸 洪 に よれ ば、
「戦 前 の ニ ッポ ン画 家 は 、 ひ た す らパ リ で作 品 を 作 り

帰 国 して 滞 欧作 品展 を 開い た の だ が 、戦 後 の 彼 らは パ
リ で滞 日作 品展 を開 い て い る」71)と、 菅 井 汲 の作 品 が
パ リで 買 わ れ て い る こ と な ど を例 に あ げ て い る。 こ こ

で は、1950年 代 の 欧 米 諸 国 の美 術 動 向 と 日本 の 美 術 界
で の ピカ ソ以 後 の芸 術 の 方 向性 をみ て い く。

5.1日 本 で の キ ュ ビ ス ム 受 容 の 決 着

日 本 に 公 に キ ュ ビ ス ム と そ の 始 祖 ピ カ ソ が 紹 介 さ れ

た の は1911年 で 、 そ の 後 は 一 部 の 前 衛 的 傾 向 の 作 家 や

1920年 代 に ヨ ー ロ ッ パ 留 学 し た 画 家 た ち に よ っ て フ ォ
ー ヴ ィ ス ム や シ ュ ル レ ア リ ス ム な ど と一 緒 に 移 入 さ れ

た が 、 ひ と つ の 運 動 に ま と ま る こ と は な か っ た （「日

本 に お け る ピ カ ソ の 第 一 次 受 容 」72)に記 述 ）。 大 久 保

泰 は 「ピ カ ソ と 日本 画 壇 」(『 読 売 ウ ィ ー ク リ ー 』1951

年8月26日 ） の 記 事 で 、 そ の 理 由 を 「ヨ ー ロ ッ パ 的 な

立 体 派 の 解 釈 に は 、 肉 体 的 に 取 り付 き に くか っ た こ と

と 、 ピ カ ソ の 変 貌 が は な は だ し か っ た の で 、 そ れ に ひ

き ず り ま わ さ れ て し ま っ た か ら で あ る と 思 う。」、 「ピ
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カ ソ の あ の 変 貌 は 、 エ ス プ リ を 中 心 に し て 生 ま れ た 新

し い 絵 画 形 式 で あ る が 、 日 本 の ピ カ ソ 追 随 は 、 多 く は

フ ォ ル ム(形 式 ） を と り入 れ る こ と に よ っ て 生 ま れ た

も の で あ る か ら、 形 式 が 目 立 っ て 、 エ ス プ リ に 欠 け て

い る う ら み が あ る 」 と 述 べ て い る 。 こ の 大 久 保 の 発 言

は 、 福 沢 一 郎 に よ る と 一 層 明 確 に な る 。 「立 体 派 の 様

な構 成 や 論 理 と な る と 、 日 本 人 は 元 來 不 得 手 な の で あ

る 。 ピ カ ソ 風 に 描 き た が る 美 術 家 が 増 加 し た が 、 ピ カ

ソ の 骨 格 を 忘 れ 勝 ち な の が 、 日 本 の 現 状 で あ る 。 立 体

派 の 重 要 な 位 置 を 認 め て も 、 日本 で は 如 何 に こ の 立 体

派 が 根 無 草 に 終 っ た か 、 殆 ど 運 動 ら しい 運 動 が な か っ

た の を 見 て も 分 か る 。」73）や 、 「口 で は 何 と か い っ て も

実 際 に は な か な か 消 化 出 来 な か っ た 。 従 っ て こ れ を も

の に し て 帰 っ た と い う 画 家 も 聞 か ね ば 、 こ の 派 の 作 品

の 蒐 集 家 の 居 る 事 も聞 か な い 。 こ れ に 反 して 野 獣 派 の

よ う な も の に な る と 、 わ れ わ れ の 傅 統 的 日 本 画 へ の 類

似 性 か ら し て 、 忽 ち 画 壇 を 風 靡 し た も の で あ る 。 ピ カ

ソ へ の 無 理 解 は 、 こ ん な と こ ろ に 原 因 が あ っ た 」74)と

指 摘 し て い る 。

上 記 の よ う に 大 久 保 や 福 沢 は 、 日本 人 の 性 格 や 風 土

の 問 題 に 結 び つ け て 芸 術 の 本 質 の 欠 如 を 嘆 い て い る 。

こ れ に 対 し て 岡 本 太 郎 は 反 論 と も い え る 発 言 を し て い

る 。 「今 日 ま で 、 い ろ い ろ な 姿 で ピ カ ソ が 日 本 に 受 入

れ ら れ た 。 だ が 、 立 体 派 だ け が 、 つ い に 空 白 に の こ さ

れ た 。(中 略 ） 理 づ め で 技 術 的 な 堅 さ 、 狭 さ が 日本 人

の は だ に 親 し め な か っ た か ら で あ る 。 しか し、 こ れ は

ピ カ ソ 芸 術 、 そ し て20世 紀 絵 画 の 重 要 な カ ギ な の だ 」75)。

岡 本 の こ の 発 言 は1964年 の ピ カ ソ 展 展 評 に 載 せ ら れ た

も の で あ る 。 日 本 に お け る ピ カ ソ の キ ュ ビ ス ム の 理 解

不 足 は 、 当 時 は ま だ 実 作 品 に 直 接 触 れ ら れ る 機 会 が 少

な か っ た た め で あ ろ う 。 従 っ て キ ュ ビ ス ム が 紹 介 さ れ

て か ら半 世 紀 以 上 立 つ 今 日 も な お 、 ピ カ ソ の キ ュ ビ ス

ム は 画 家 の 課 題 と な っ て い る 。

難 波 田 龍 起 は 、 ピ カ ソ と ブ ラ ッ ク の 共 同 制 作 で あ る

分 析 的 キ ュ ビ ス ム に 、 現 代 絵 画 の 根 源 が あ っ た と考 え

た76）。 難 波 田 の1972～76年 に か け て の 作 品 （fig.11） に

は キ ュ ビ ス ム 的 な 要 素 や 、 ヴ ォ ル ス な ど を 連 想 させ る

も の が あ る 。 ま た 島 田 章 三 は ヨ ー ロ ッパ 留 学 中 （1968
～69年 ） に 、 キ ュ ビ ス ム の 作 品 に 興 味 を 持 ち 、 「形 態

を 再 構 成 し て い く立 体 派 を 日本 人 の 言 葉(造 形 ） で 翻

訳 し て み た い 」 と 考 え て 、1970年 代 後 半 以 降 、 コ ラ ー

ジ ュ 的 手 法 を 用 い て 文 字 な どや キ ュ ビ ス ム 的 な 要 素 が

多 く含 ま れ た 作 品 を 制 作 した （fig.12）。

20世 紀 初 め に ピ カ ソ と ブ ラ ッ ク が 始 め た キ ュ ビ ス ム

は 、 フ ラ ン ス で は1910年 代 に 脚 光 を 浴 び た 「サ ロ ン ・

キ ュ ビ ス ト」 と 呼 ば れ る ア ル ベ ー ル ・グ レ ー ズ （1881
－1953） 、 ジ ャ ン ・メ ッ ツ ァ ン ジ ェ （1883­1956） 、 レ

ジ ェ 、 ド ロ ー ネ ー 、 ア ン リ ・ル ・フ ォ ー コ ニ エ （1881
­1946） 、 ま た レ イ モ ン ・デ ュ シ ャ ン=ヴ ィ ヨ ン （1876
­1918） と そ の 兄 ジ ャ ッ ク ・ヴ ィ ヨ ン （1875－1963） 、

弟 の マ ル セ ル ・デ ュ シ ャ ン （1887­1968） 、 ホ ア ン ・

グ リ ス 、 彫 刻 家 の ア ー キ ペ ン コ や ザ ツ キ ン な ど が 取 り
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組 み 、 チ ェ コ の フ ラ ン テ ィ シ ェ ク ・ク プ カ 、 ロ シ ア （ウ

ク ラ イ ナ 人 ） の ウ ラ ジ ー ミ ル ・タ ト リ ン や 、 オ ラ ン ダ

の モ ン ド リ ア ン な ど へ と 国 際 的 な 展 開 を 見 せ た 。 キ ュ

ビ ス ム は 、 そ こ か ら 派 生 し て ドロ ー ネ ー や ク プ カ に よ

る 「オ ル フ ィ ス ム 」 や 、 ア メ デ ・オ ザ ン フ ァ ン と シ ャ

ル ル=エ ド ゥ ア ー ル ・ジ ャ ン ヌ レ （ル ・ コ ル ビ ュ ジ ェ

の 本 名 ） が 宣 言 した 「ピ ュ リ ス ム 」(純 粋 主 義 ） な どが

現 れ て 、 抽 象 絵 画 へ と 向 か う20世 紀 美 術 の 重 要 な 様 式

と な っ て い る 。

当 時 の ピ カ ソ と ブ ラ ッ ク は キ ュ ビ ス ム の マ ニ フ ェ ス

トを 出 さ ず 、 作 品 も 展 覧 会 で は 公 表 し な か っ た た め 、

キ ュ ビ ス ム は 紆 余 曲 折 を 経 て 日本 へ 受 容 さ れ た 。 厳 密

に 言 え ば ピ カ ソ の キ ュ ビ ス ム と後 継 者 の ア ル ベ ー ル ・

グ レ ー ズ や ジ ャ ン ・メ ッ ツ ァ ン ジ ェ ら に よ る キ ュ ビ ス

ム と は あ え て 区 別 し て 、 そ の 受 容 を 考 え な け れ ば な ら

な い と 思 う 。

5.2東 西 の 出 会 い － ア ン フ ォ ル メ ル 、 具 体 美 術 協 会

1951年 の ピ カ ソ 展 と 同 年 は 、 当 時 最 新 の 欧 米 諸 国 の

美 術 を 広 範 囲 に 渡 っ て 紹 介 す る 画 期 的 な 展 覧 会 が 次 々

に 開 催 さ れ た 。 例 え ば 「現 代 フ ラ ン ス 美 術 展 － サ ロ ン ・

ド ・メ 日本 展 」 （1951年2月13日 －3月4日 、 日 本 橋 高 島

屋 、 毎 日新 聞 社 主 催 ） や 、 「第3回 日 本 ア ン デ パ ン ダ ン

展 」 （1951年2月27日 －3月18日 、 東 京 都 美 術 館 、 読 売 新

聞 社 主 催 ） で あ る 。 特 に 「第3回 日 本 ア ン デ パ ン ダ ン

展 」 に は ポ ロ ッ ク 、 ロ ス コ 、 ア ド ・ラ イ ン ハ ル トと い

っ た ア メ リ カ 人 画 家 、 デ ュ ビ ュ ッ フ ェ 、 マ グ リ ッ トな

ど フ ラ ン ス 勢100点 が 特 別 陳 列 さ れ た 。 ま た 「世 界 ・

今 日の 美 術 」 展 （1956年11月13日 －25日 、日本 橋 高 島 屋 、

朝 日新 聞 社 主 催 ） で は 、 ミ ッ シ ェ ル ・タ ピ エ の 唱 え る

ア ン フ ォ ル メ ル が 紹 介 さ れ て い る 。 こ の 展 覧 会 に は 岡

本 太 郎 と今 井 俊 満 が 大 き く関 わ っ て い た 。

翌 年 、 当 館 で 開 催 さ れ た 「世 界 ・現 代 芸 術 展 」 （1957

年10月11日 －11月10日 、 読 売 新 聞 社 ） は タ ピ エ 自 身 が

選 択 し、 来 日 し た ジ ョ ル ジ ュ ・マ チ ウ は 草 月 三 田 教 場

や 東 京 ・白 木 屋 、 大 阪 ・大 丸 屋 上 な ど で 公 開 制 作 を お

こ な っ た 。 こ う し た タ ピエ の 言 動 や 、 マ チ ウ の 公 開 制

作 が 日 本 美 術 界 に ア ン フ ォ ル メ ル 旋 風 を お こ し 、1960

年 代 前 半 ま で 席 巻 し た 。

タ ピ エ が 来 日 し た 際 に 、 日 本 独 自 の ア ン フ ォ ル メ ル

運 動 と 絶 賛 さ れ た 具 体 美 術 協 会 は 、 タ ピ エ か ら 日 本 に

fig.11
難 波 田 龍 起 《昇 天 》
1976年 個 人 蔵

fig.12
島 田 章 三 《画 集 の あ る静 物 》1975年
メ ナ ー ド美 術 館



は 第 一 級 の 前 衛 作 家 た ち が 「グ ル ー プ 」 で 活 動 し て い

る と の 評 価 を 受 け た 。 具 体 美 術 協 会 の パ フ ォ ー マ ン ス

は 、 白 髪 一 雄 の 足 に よ る 描 画77）（fig.13）、 島 本 昭 三 の 壜

の 投 擲 に よ る 描 画 、 吉 田 稔 郎 の じ ょ う ろ に よ る 描 写 な

ど の ア ク シ ョ ン ・ペ イ ン テ ィ ン グ が あ る 。 一 方 、 ピ カ

ソ が 懐 中 電 灯 を 使 っ て デ ッ サ ン を お こ な う の を 、 ジ ョ

ン ・ミ リ が1949年 に 撮 影 し た 。 こ の 「空 間 デ ッ サ ン 」

の 映 像 は 、1950年 に ニ ュ ー ヨ ー ク 近 代 美 術 館 で 公 開 さ

れ た 。 ま た 、 映 画 「ピ カ ソ 訪 問 」 （1948年 に ベ ル ギ ー

人 映 画 監 督 ポ ー ル ・ア ザ ー ル が 製 作 ） で は 、 大 ガ ラ ス

板 に 直 接 白 い ペ ン キ で 描 く ピ カ ソ の 姿 が 撮 影 さ れ 、 そ

の 映 画 は 佐 藤 敬 に よ っ て1951年 の 『芸 術 新 潮 』 （no.24）

に 紹 介 さ れ た 。 具 体 美 術 協 会 の 母 体 と な る 現 代 美 術 懇

談 会(ゲ ン ビ ） の 研 究 会 で 、 ピ カ ソ の 映 画 を 上 映78）し

て い た よ う だ が 、 彼 ら は ピ カ ソ の パ フ ォ ー マ ン ス の 真

髄 を す で に 知 っ て い た の だ ろ う か 。

5.3ピ カ ソの平 和 活動 を通 して －丸 木俊 、羽 仁 五郎

戦 後 の ピ カ ソが フラ ンス の知 識 人 た ち と平 和 活 動 へ

積 極 的 に 関 わ る よ うに な っ た こ とは既 述 した 。 国 内で
は 、 丸木 位 里 、 丸 木俊(赤 松 俊 子 ） の 描 い た 連 作 《原

爆 の 図》 が 、 国 内 外 の 巡 回展 や平 和 活 動 を通 して 、反

戦 平和 の象 徴 的 絵 画 とな っ た。 当時 は、 米 軍 占領 下 の
検 閲 の た め に、 原 子爆 弾 の被 害 に関 して は 限 られ た情
報 公 開 だ っ た た め、 丸 木 夫妻 が描 い た 《原 爆 の 図 》 は、

被爆 の惨 状 を一 般 に伝 え る役 割 を果 た した 。
1951年8月 、 日本 橋 高 島 屋 で ピ カ ソ 展 の 開催 中 に 、

日本橋 丸 善 で丸 木 位里 、赤松 俊 子 共 同制 作 の 《原 爆 の 図》
が 展示 され た （1951年8月6日 －11日 ）。 こ の 《原 爆 の 図》
と ピカ ソの 《ゲ ルニ カ》 とを比 較 す る批 評 と して 、植

村鷹 千 代 は 「丸 木位 里 と赤松 俊 子 共 同 の 「原 爆 の 図」は 、

作 者 の現 実 へ の テ ーマ 的 接 近 の 方 向 と して 賛 成 で あ る。
ピ カ ソの 「ゲ ル ニ カ」 や 「朝 鮮 戦 争 」 や ロル ジ ウの 近

作 な ど を想 い 出 さ な くて も、 これ は 日本 的 な社 会 の現

実 へ の前 向 きの抵 抗 を表現 す る もの だ」79)と述べ て い る 。
丸 木 夫 妻 は 国 内 の巡 回展 の 後 、世 界 平 和 評 議 会 の招

待 で 、 この 《原 爆 の 図》 を持 っ て1953～1964年 に か け
て世 界 巡 回 展 を お こ な っ た。 また この作 品 を展 示 す る

計 画 が1955年 頃 あ った よ うで 、 設計 の 図面 もあ り、 美
術 館 構 想 で は 、《原 爆 の 図 》 の 全 作 品 と ピ カ ソ な ど世

界 の 芸 術 家 の作 品 を寄 贈 して も らお う と考 え てい た よ
うで あ る80)。

fig」3
天 井 か ら つ り下 げ た 綱 にす が り な が ら 制 作 を す る 白 髪 一 雄
(『世 界 通 信 』no.880、1955年11月25日 ）

丸 木俊 らと1952年 、 ウ ィ ー ンで の 世 界 平和 会 議 に 出
席 した歴 史 学 者 の 羽 仁 五 郎 は、 ピ カ ソが 会 議 に 欠席 し
た た め 、 わ ざ わ ざア ラ ゴ ンに手 紙 を書 い て も らい 、 ピ
カ ソ と会 っ てい る。 ピカ ソ が 自分 で 焼 い た 皿 を持 っ て

きて 、押 し問 答 の 末 に も らっ た そ うだ。 羽 仁 は 「ピカ
ソが 非常 に強 調 した こ とは 、平 和 運 動 とい う もの も、
パ ル タイ －党 派 －の 立 場 を と らな け れ ば、 平 和 を守 る
こ とは 出来 な い とい うこ とだ。」81)と述 懐 した 。

5.4ピ カ ソの影 響 －ア メ リカ人 と 日本 人 画 家 の場 合
ア メ リ カで は 、 「ピ カ ソ芸 術 の40年 展 」 （1939年） が

ニ ュー ヨー ク 近代 美 術 館 で 開 催 され 、 ピ カ ソ 自身 の コ

レ ク シ ョ ンや 《ゲ ル ニ カ 》 も含 め た 計344点 の作 品 が

展 示 され 、 ニ ュ ー ヨー クの 後 、 シ カ ゴ な ど国内 各 地 を
巡 回 した 。 こ の た め ピ カ ソ芸術 の根 源 に直 か に接 す る
機 会 に恵 まれ 、 ピカ ソの 影 響 を直接 受 け た画 家 は多 い 。

例 え ば ピ カ ソの 《ゲ ルニ カ》 に 強 く影響 を受 け た ジ ャ
ク ソ ン ・ポ ロ ック を は じめ 、 ピカ ソの ク ラ シ ッ ク期 や
シ ュ ル レ ア リス ム風 の影 響 が み られ る ア ー シ ル ・ゴー
キ ーや ウ ィ レム ・デ ・ク ーニ ン グ、 ス テ ュ ワ ー ト ・デ

イ ヴ ィス、 他 に も デ ヴ ィ ッ ド ・ス ミス や ジ ャス パ ー ・
ジ ョー ン ズ な どが い て82)、彼 ら は ピ カ ソの 影 響 を受 け

なが らも ピ カ ソか ら抜 け 出 そ う と努 力 した 。 で は、 戦
後 の 日本 人 作 家 は ピカ ソ を どれ くらい 咀 嚼 した だ ろ う
か。

安 井 曾 太 郎 は1951年3月 に 開 催 さ れ た ピカ ソ陶 器 展

(上 野 ・松 坂 屋 、 文 藝 春 秋 主 催 ） を 見 て 、 ピ カ ソの 陶
器 を買 い83）、 同年8月 の ピカ ソ展(日 本 橋 ・高 島屋 ） の
日本 開催 に あ た り、 日本 美 術 家 連 盟 会 長 と して 礼 状
を 出 して い る が84）、安 井 は ピ カ ソ につ い て は ど の よ う
に考 えて い た の だ ろ うか。 安 井 は 『芸 術 新 潮』 （no.26、
1952年 ） の 梅 原 龍 三 郎(司 会 は福 島 繁 太 郎 ） との対 談

で 、 ピカ ソの 青 の 時 代 やバ ラ色 の時 代 、 新古 典 主義 な
ど、各 時 代 で 好 きな 作 品 が あ る と述 べ 、 さ らに ピカ ソ
の 晩 年 の作 品 に注 目 して い た85）こ とが 窺 え る。 ピカ ソ

が1927～37年 に か け て 身体 を デ フ ォル メ した 表現 で描

く 「メ タモ ル フ ォー ズ(変 容 ）の 時代 」 と同 じ頃 に、『ア
トリエ』 （13巻1号、1936年 ） で 特 集 した 「デ フ ォル マ
シオ ン考 察」 で、 安 井 が 黒 田重 太 郎 らと共 にデ フ ォル
マ シ オ ン につ い て執 筆 してい る こ とは興 味 深 い86）。

新 人 画会 の メ ンバ ーで 戦 後1945年 に 自由 美 術 家協 会
の 会員 に なっ た鶴 岡政 男 は 《重 い 手》 （1949年、 東 京都

現 代 美術 館 ） を制 作 した 。 この作 品 は キ ュ ビス ム 的 な
空 間 とシ ュ ル レア リス ム 的 手 法 が組 み合 わ され 、 戦 争
を通 して苦 悩 す る人 間 を描 い て い る。 二 科 会 会 員 の 山
本 敬輔 は《ヒ ロシ マ》（1948年、兵庫 県 立 美術 館 ）（fig.14）
の 作 品 に 、 中 国 で の軍 隊 生 活 の 体 験 を、 ピ カ ソ の 《ゲ
ルニ カ》 を 思 わせ る イ メー ジで 制作 した。 前 衛 絵 画 の
パ イ オニ ア の 一 人 で具 体 美 術 協 会 を結 成 （1954年） し

た吉 原 治 良 の 戦 後 ま もな い作 品、 《涙 を流 す 顔 》 （1949

年 、 京都 国 立近 代 美 術 館 ） （fig.15）に は デ フ ォ ル メ さ
れ た少 女 の 顔 に プ リ ミテ ィ ブ な表 現 が み られ るが 、 ピ
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カ ソが1930年 代 に しば しば描 い てい た 《泣 く女 》 の シ
リー ズ を彷 彿 させ る 。終 戦直 後1952年 に パ リに渡 っ た

今 井 俊 満 は、 既 述 の よ うに ピ カ ソ に深 く傾 倒 した。 今
井 は ピ カ ソの 《ゲ ル ニ カ》 や ア フ リカ 彫刻 の よう な 人

体 表 現 で 、苦悩 に満 ち た 人物 像 を描 き、《磔 刑 》（1954年、
大 阪 市 立 近 代 美術 館 建 設 準 備 室 ） （fig.16）に は そ う し
た要 素 がみ られ る。

彫 刻 家 の堀 内正 和 の1950年 代 前 後 の石 膏 や鉄 を使 っ
た彫 刻 に は、 ピカ ソ の1920年 代 後 半 か ら1930年 代 の 作

品 を想 起 させ る ものが あ る。 面 に よっ て構 成 され た 堀
内 の 《Cubi》（1950年、東 京 都 現代 美 術 館 ） （fig.17）は 、
ナ ウム ・ガ ボ の構 成 主 義 の 彫 刻 を連想 させ るが 、 作 品

名 には キ ュ ビス ム と 日本 語 の 「首」 を か け てい る よ う
で あ る 。前 衛 的 な華 道 家 と して 知 られ る草 月 流 初 代 家
元 の 勅 使 河 原 蒼 風 （1900­1979） は、 ミッ シ ェル ・タ
ピエ か らヴ ォル スや ポ ロ ッ ク と同格 と評 さ れ、 蒼 風 が

1956年 、 バ ガテ ル 宮殿 で ヨー ロ ッパ 初 の 個 展 をお こっ
た 際 に ア メ リカ の 『タ イム』 誌 か ら 「花 の ピ カ ソ」 と

呼 ば れ た87）。 彼 の無 水 作 品 や屑 鉄 彫 刻 は ピカ ソの彫 刻
との比 較 が 論 じられ る 。

作 曲家 で 思 想 家 の ジ ョ ン ・ケ ー ジ の来 日が1962年 にあ
っ た。 一 方 、 無 審査 で 自 由 出品 を掲 げ て い た読 売 ア ン
デパ ン ダ ン展 は1963年 第15回 を もって 終 了す る。

この 時 代 、 欧 米 で は既 成 の 芸 術 ジ ャ ンル で は括 る こ

との で き ない 、 ポ ップ ・ア ー ト、 ミニ マ ル ・ア ー ト、
コ ンセ プチ ュ ア ル ・ア ー トな ど と称 され る新 傾 向の 芸

術 が 登 場 した 。 ま た ア ラ ン ・カ プ ロ ウが 唱 え た 「ハ プ
ニ ン グ」 とい う芸 術 に関 す る既 成 観 念 を揺 さぶ ろ うす

る考 え も生 まれ た。
一 方 、 国 内 で も東 野 芳 明が1960年 の 第12回 読 売 ア ン

デ パ ン ダ ン展 の 出 品 作 品 を見 て 「ガ ラ ク タ の 反 芸術 」

と批 評 した こ とか ら、 「反芸 術 」 とい う 同時 代 の 芸術
傾 向 を 示 す 言 葉 が 使 わ れ る よ う に な っ た 。 こ う して
1950年 代 末 に席 巻 した ア ン フ ォル メ ル旋 風 か ら反 芸術
へ と大 き く展 開す る新 しい 時 代 を 迎 え た。 ヨー ロ ッパ

美 術 界 で は ピカ ソの 時 代 が 完 全 に去 っ た と言 わ れ る が
88)、 日本 の 美術 界 と ピカ ソ 芸術 との 関 係 は どの よ うな
方 向へ 向 か っ て い くの か 。

1.日 本 に お け る ピ カ ソ 展 の 功 績

II.1960年 代 － ピ カ ソ 回 顧 展 と 反 芸 術

日本 経 済 は1955年 の「神 武景 気 」、1966年の 「い ざな ぎ」

景気 な どが 起 こ り、1960年 代 末 まで に空 前 の 高 度経 済
成長 を むか え る こ とに な っ た。 日本 の 美 術 界 に お い て
は、 ピカ ソ展 の重 要 な展 覧 会 が3つ あ り、1966年 に池
田満 寿 夫 が ヴ ェ ネ ツ ィア ・ビエ ンナ ー レで 版 画 部 門 の
グ ラ ン プ リ を受 賞 し、1967年 に岡 本 太 郎 が 日本万 国博

覧会 の プ ロ デ ュー サ ー に 就任 、1968年 の 藤 田 嗣 治他 界 、

fig.14
山 本 敬 輔 《ヒ ロ シ マ 》1948年
兵 庫 県 立 美 術 館

fig.16
今井俊 満 《磔 刑》1954年
大阪市 立近 代美術館 建設 準備室

fig.15
吉 原 治 良 《涙 を 流 す 顔 》
1949年
京 都 国 立 近 代 美 術 館

fig.17
堀 内 正 和 《Cubi》1950年
東 京 都 現 代 美 術 館

1.1あ る 評 論 家 の 活 躍

国 内 に お け る1960年 代 の ピ カ ソ を 主 と し た 展 覧 会 を

展 望 し て み よ う 。1961年 の ピ カ ソ 版 画 展 、1962年 の ピ

カ ソ ・ゲ ル ニ カ 展 、1964年 の ピ カ ソ 回 顧 展 と い う3つ

の 重 要 な ピ カ ソ 展 が 開 催 さ れ た 。 そ の 企 画 の 中 心 に あ

た っ た の は 、 評 論 家 の 瀬 木 慎 一 で あ る 。 彼 は 評 論 家 と

し て 活 動 し始 め た4年 目 の1957年 に ヨ ー ロ ッ パ 訪 問 の

機 会 を 得 た 。 そ の と き一 番 会 い た い 画 家 は ピ カ ソ だ っ

た そ う だ が 、 フ ラ ン ス 人 の 評 論 家 に 相 談 す る と ピ カ ソ

に 会 う の は 難 し い と 言 わ れ 、 ピ カ ソ の 親 友 で 一 時 秘 書

を して い た ハ イ メ ・サ バ ル テ ス や 、 ピ カ ソ の 画 商 と 言

わ れ る ダ ニ エ ル ＝ヘ ン リ ー ・カ ー ン ワ イ ラ ー ら に も会 い 、

1960年 に な っ て 、 つ い に カ ン ヌ に あ る ピ カ ソ の 「ラ ・

カ ル フ ォ ル ニ ー 」 の 邸 宅 を 訪 れ て 、 念 願 の 面 会 が か な

う こ と に な っ た 。

瀬 木 が 関 わ っ た3つ の 展 覧 会 の 内 容 を 追 っ て み た い 。

1961年 の ピ カ ソ版 画 展 （1961年10月17日 －29日 、主 催 ・

ア ー ト ・フ レ ン ド ・ア ソ シ エ ー シ ョ ン 、 後 援 ・フ ラ ン

ス 大 使 館 、 外 務 省 、 文 部 省(現 在 の 文 部 科 学 省 ）） は

日 本 橋 白 木 屋(京 都 市 立 美 術 館 、 大 阪 大 丸 他 を 巡 回 ）

で 開 催 さ れ た 。1930年 代 前 半 に 制 作 さ れ た エ ッ チ ン

グ 、 近 作 を含 め た111点 、 戦 後 の リ トグ ラ フ145点 、 リ

ノ カ ッ ト45点 と い う 多 数 の 作 品 で 構 成 さ れ た 。 『み づ

ゑ 』 の 臨 時 増 刊 号 「ピ カ ソ の 版 画 」 （no.680、1961年 ） に 、

久 保 貞 次 郎 が ピ カ ソ の 初 期 か ら 近 作 ま で の 版 画 に つ い

て 、 瀬 木 慎 一 が ピ カ ソ の 版 画 に あ ら わ れ た 愛 と 暴 力 に

つ い て 、大 岡 信 に よ る 「ピ カ ソ の ミ ノ タ ウ ロ ス 」 の 詩 作 、

岡 本 太 郎 、 神 彰 、 駒 井 哲 郎 、 宮 本 三 郎 な ど も 執 筆 し て

い る 。 そ の 他 の 美 術 雑 誌89）な ど も ピ カ ソ の 版 画 紹 介 を

積 極 的 に お こ な っ て い る 。

1962年 の 「ピ カ ソ ・ゲ ル ニ カ 展 」(主 催:国 立 西 洋 美
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術 館 、 朝 日新 聞 社 、 ア ー ト ・フ レ ン ド ・ア ソ シ エ ー シ

ョ ン、後 援:外 務 省 、文 部 省(現 在 の 文 部 科 学 省 ）、協 賛:

ニ ュ ー ヨ ー ク 近 代 美 術 館 ） は 、1962年11月3日 か ら12

月23日 ま で 国 立 西 洋 美 術 館 で 開 催 さ れ 、 ピ カ ソ の 《ゲ

ル ニ カ 》 を め ぐ る 素 描 、 版 画 、 挿 絵 な ど63点 と 《ゲ ル

ニ カ 》 の 代 わ り に 、 実 作 を 忠 実 に 再 現 し た タ ペ ス ト リ

ー が 出 品 さ れ た 。

ピ カ ソ は 日 本 も ゲ ル ニ カ と 同 じ体 験 を し て い る か ら

ね と 出 品 交 渉 に は 好 意 的 だ っ た が 、 当 時 ニ ュ ー ヨ ー

ク 近 代 美 術 館 の 初 代 館 長 だ っ た ア ル フ レ ッ ド ・H.・ バ
ー ・Jr.と 《ゲ ル ニ カ 》 の 出 品 交 渉 を す る と 、 壁 画 が 傷

ん で い て 、 輸 送 ・巡 回 に は 耐 え ら れ な い と 断 ら れ て し

ま い 、 代 替 と し て 《ゲ ル ニ カ 》 の タ ペ ス ト リ ー を 貸 し

て く れ る こ と に な っ た90)。展 覧 会 カ タ ロ グ に は 、 富 永

惣 一 の 「《ゲ ル ニ カ 》 に つ い て 」、 序 文 に ア ル フ レ ッ ド ・

H.・ バ ー ・Jr.著 『ピ カ ソ 、 そ の50年 』 （ニ ュ ー ヨ ー ク 近

代 美 術 館 、1946年 ） の 抜 粋 文 と 、 ダ ニ エ ル ＝ヘ ン リ ー ・

カ ー ン ワ イ ラ ー に よ る 《ゲ ル ニ カ 》の エ ッ セ イ 、ポ ー ル ・

エ リ ュ ア ー ル の 「ゲ ル ニ カ の 勝 利 」 の 詩 、 出 品 作 品 の

図 版 と解 説 が 載 せ られ て い る 。

国 立 西 洋 美 術 館 で の 展 示 の 様 子 は 『朝 日 新 聞 』 （1962

年11月2日 ） に 掲 載 さ れ て い る 。 「1点、 ま た1点 … 荷 が

と か れ 、 作 品 が 壁 に か け ら れ る た び に 専 門 の 美 術 館 職

員 の 間 か ら称 賛 の た め い き が も れ る 」 と記 さ れ て い る 。

記 事 に は 《ゲ ル ニ カ 》 の 原 寸 大 の 写 真 が 展 示 さ れ た と

あ り、 こ れ は 日本 で 引 き 伸 ば し た も の だ そ う で あ る 。

初 公 開 と い う こ と で 、『朝 日 新 聞 』 （1962年11月3日 、夕 刊 ）

は 「午 前9時 半 の 開 館 前 か ら 待 ち 切 れ な い 人 た ち が 行 列 、

ピ カ ソ の 最 大 傑 作 、 壁 画 「ゲ ル ニ カ 」 に 吸 寄 せ ら れ た

人 た ち は 、 い っ こ う に 動 こ う とせ ず 、 ピ カ ソ の 人 間 愛

と 怒 りの 変 貌 を 鑑 賞 し て い た 」 と報 じて い る 。

展 覧 会 は 翌 年 、 京 都 市 美 術 館 （1963年1月19日 －2月

17日 ） で 開 催 さ れ た 後 、 ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館 と姉 妹 館

の 石 橋 美 術 館 （1963年2月23日 －3月10日 ） へ と巡 回 さ

れ た 。 『西 日本 新 聞 』 （1963年2月21日 ） に は 、 輸 送 や 護

衛 の 様 子 が 「も の も の し い 護 衛 ゲ ル ニ カ 展 の 作 品 石

橋 美 術 館 に 着 く」、 「警 官 二 人 の 護 衛 付 き ピ カ ソ ・ゲ

ル ニ カ 展 の 作 品 搬 入 」 と 出 て い て 、 記 事 に よ る と63点

の 作 品 に は7千 万 円 の 保 険 が 付 け ら れ て 、 警 察 の パ ト

カ ー の 先 導 で 護 送 さ れ た そ う で あ る 。 ピ カ ソ 嫌 い の 坂

本 繁 二 郎 も 見 学 に 来 て （fig.18） 、 記 者 の 質 問 に 対 し 自

分 と 目 指 す 理 想 が 違 う が 、 「ピ カ ソ の 表 現 力 と 腕 前 に

感 心 し た 」 と答 え て い る91)。坂 本 は 、 東 野 芳 明 と の イ

fig.18
ピカソ ・ゲルニ カ展(石 橋 美術 館） を見学 する坂 本繁二 郎

ン タ ビ ュ ー で 《ゲ ル ニ カ 》 に つ い て 聞 か れ る と 「た だ

変 な 絵 を こ し ら え た だ け で 、 ど う して あ ん な に 有 名 に

な っ た か わ か ら な い 」92)と 述 べ て い る が 、 こ の 坂 本 の

率 直 な 意 見 も 《ゲ ル ニ カ 》 の 一 つ の 解 釈 と さ れ よ う。

開 催 後 の 新 聞 報 道 で は 、 ピ カ ソ と い え ば 難 解 の 代 名

詞 と して 敬 遠 さ れ が ち だ っ た が 、 “見 て わ か る ピ カ ソ ”

と し て 一 般 に 歓 迎 さ れ た と伝 え て い る93)。ま た 『西 日

本 新 聞 』 は 「わ た し の 見 た ゲ ル ニ カ 」 と 称 し て 、15回

シ リ ー ズ （1963年2月24日 ～3月10日 ） で 、 世 代 や 職 業

の 違 う 一 般 の 人 々 が 書 い た ピ カ ソ の 芸 術 や 作 品 に 関 す

る 感 想 を 掲 載 し た 。 開 催 し て3日 間 で34,040人 の 入 場

者 が あ り、 美 術 館 開 館 以 来 の 新 記 録 を 達 成 し、 鑑 賞 者

は 鹿 児 島 、 関 西 方 面 か ら も や っ て き て 、 石 橋 文 化 セ ン

タ ー 前 は 交 通 整 理 を し な け れ ば な ら な い ほ ど に な っ た
94）。 こ の 展 覧 会 の 入 場 者 数 は 、22,186人 で 一 日 平 均1,387

人 だ っ た95）。 当 時 、 美 術 評 論 家 で 大 学 助 教 授 の 岸 田 勉

に よ る 《ゲ ル ニ カ 》 の 作 品 解 説 で 会 場 は に ぎ わ っ た

（fig.19）。 こ の 展 覧 会 の 総 括 と し て 『西 日 本 新 聞 』 （1963

年3月11日 ） は 、 「戦 争 の 悲 惨 さ や 、 暴 力 に た い す る 憎

しみ と を 、 ピ カ ソ 一 流 の 美 し い 線 と豊 か な 表 現 力 で 描

い た 一 連 の 作 品 だ け に “見 て わ か る ピ カ ソ ” と し て 一

般 の し ろ う と を ひ き つ け た 」 と 美 術 関 係 者 は み て い る

と 報 道 した 。

1964年 に は ピ カ ソ 芸 術 の70年 と称 した 回 顧 展(主 催:

国 立 近 代 美 術 館 、 毎 日 新 聞 、 後 援:外 務 省 、 文 部 省

(現 在 の 文 部 科 学 省 ）、 日本 国 際 美 術 振 興 会 ） が 企 画 さ

れ 、 東 京 国 立 美 術 館 （1964年5月23日 －7月5日 ）、 国 立

近 代 美 術 館 京 都 分 館 （7月10日 －8月2日 ）、 愛 知 県 美 術

館 （8月7日 －8月18日 ） の3会 場 へ と 巡 回 し た 。 企 画 は 、

初 期 （1895­1906年 ）、 立 体 主 義 と そ の 周 辺 （1907－

1916年 ）、 新 古 典 主 義 時 代 （1917­1926年 ）、 夢 と怒 り

の 時 代 （1927­1944年 ）、 戦 後 （1945­1960年 ）、 《宮

廷 の 侍 女 た ち 》 と カ ン ヌ の 生 活 （1957年 ）、最 近 作 （1961
­1963年 ） と い う 構 成 か ら な り、 油 彩120点 、 グ ワ ッ

シ ュ ・水 彩 ・素 描16点 、 彫 刻12点 の 計148点 が 出 品 さ

れ た 。

瀬 木 は1964年 、 ム ー ジ ャ ン の 丘 の 上 の 「ノ ー トル ＝

ダ ム ＝ ド＝ヴ ィ 」 の ピ カ ソ の ア ト リ エ を 訪 問 し た と き

の 印 象 を 、 ア ト リ エ の な か は 制 作 進 行 中 の 絵 が 載 っ た

イ ー ゼ ル で 一 杯 で 、 イ ー ゼ ル の 森 の な か に い る よ う だ

っ た と 回 想 し て い る96）。 こ の と き ピ カ ソ に 《宮 廷 の 侍

女 た ち 》 （1957年8月17日 、Z.XVII:351） の 連 作 を 貸 し

て 欲 し い と直 接 申 し 出 て 、 ピ カ ソ の 承 認 を 得 て い る97）。

fig.19
《ゲ ルニ カ》 の原寸 大写真 パ ネルの前 で解説 す る岸田勉
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こ れ ら の 作 品 は す で に 収 蔵 庫 に 入 っ て い た が 、 ア ト リ

エ の 壁 に は ベ ラ ス ケ ス の 《ラ ス ・メ ニ ー ナ ス 》 の 小 さ

な 白 黒 図 版 が 貼 っ て あ っ た そ う で あ る98）。

瀬 木 は こ の 展 覧 会 の ポ ス タ ー の た め に 、 ピ カ ソ に 日

本 の 墨 で 署 名 を 書 い て も ら っ た 。 瀬 木 が くせ の な い 活

字 体 で 書 い た 「ピ カ ソ 」 の 文 字 を サ ン プ ル に 、 ピ カ ソ

が 自 分 の 目 の 前 で 書 く う ち に 「最 後 に は 絵 に な っ て し

ま っ た 」 と 回 想 し て い る99）。 （fig.20、fig.21）

こ の 展 覧 会 に は 世 界 各 国 か ら作 品 が 出 品 さ れ た が 、

な か で も初 期 作 品 を 多 く所 蔵 し て い る ソ ヴ ィエ ト(現

在 ロ シ ア ） と の 出 品 交 渉 は 難 航 し 、 瀬 木 が ピ カ ソ に 依

頼 し た モ ス ク ワ 文 化 省 へ の ピ カ ソ の 委 任 状 の お か げ で 、

分 析 的 キ ュ ビ ス ム 時 代 の 重 要 な 《ヴ ォ ラ ー ル の 肖 像 》

（1909­10年 、 プ ー シ キ ン 美 術 館 、Z.IIa:214） な ど の

借 用 が 可 能 に な っ た こ と も注 目す べ き こ と で あ る100）。

詩 人 の 谷 川 俊 太 郎 は 、 ピ カ ソ 展 を 見 て 「ピ カ ソ は あ

た り前 な の だ と 考 え る こ と 、 ピ カ ソ を た と え ば 自 分 の

子 ど も の よ う に 考 え る こ と 、 人 間 の ひ と つ の 原 型 と 考

え る こ と 、 そ の と き は じめ て わ れ わ れ は 自分 た ち の 不

自 由 に 気 づ く こ と が で き る だ ろ う 。 ピ カ ソ は 特 殊 な の

で は な く、 普 通 な の だ 」、 「〈“宮 廷 の 侍 女 た ち ” と カ ン

ヌ の 生 活 〉 の よ う な 連 作 を ク ロ ー ズ ア ッ プ す る こ と で 、

私 た ち を ピ カ ソ の 仕 事 の 現 場 に 立 ち あ わ せ て く れ る 」
101）と 述 べ た 。 か つ て ピ カ ソ の 新 古 典 主 義 時 代 の 母 子 像

の 前 で 何 時 間 も 見 つ め て い た 父 、 徹 三 の 姿 を 彼 は 知 っ

て い た の だ ろ う か 。

当 館 は こ の 展 覧 会 に 出 品 さ れ て い た 《画 家 と モ デ

ル 》 （1963年 、Z.XXIII:163)を 購 入 す る こ と と な っ

た 。 こ の と きの ピ カ ソ 展 の 入 場 者 数 は 、24万 人 近 く入 り、

海 外 巨 匠 展 の 動 員 力 が 注 目 さ れ た102)。こ の よ う に1960

年 代 の 日本 で は 、 ピ カ ソ 作 品 の 全 体 が 紹 介 さ れ た こ と

に よ っ て 、 ピ カ ソ の 技 術 の 高 さ や ア イ デ ィ ア の 豊 富 さ 、

盤石 の ご と き創 作 姿 勢 に圧 倒 さ れ なが ら ピ カ ソ人気 は

続 い た。

1.2《 ゲ ル ニ カ 》 批 評

次 に 、 ピ カ ソ が 描 い た 超 大 作 《ゲ ル ニ カ 》 に 関 す る

論 考 や 展 評 に つ い て 考 察 す る 。 ピ カ ソ が 《ゲ ル ニ カ 》

を 制 作 し た 当 初 、 国 内 で は 松 本 竣 介 が 発 行 す る 『雑

記 帳 』(第2巻10号 、1937年 ）103)や 『ア ト リ エ 』 （15巻1

号 、1938年 ）104）に 、 ポ ー ル ・シ ャ ド ゥ ル ヌ や ク リ ス チ

ャ ン ・ゼ ル ヴ ォ ス の 文 章 と と も に 図 版 が 紹 介 さ れ 、 ド

イ ツ 軍 に よ る パ リ 侵 攻 を 逃 れ て 、 間 一 髪 で 帰 国 し た 岡

本 太 郎 は 、 「ス ペ イ ン 館 の ピ カ ソ の 大 壁 畫 「ゲ ル ニ カ 」

が 一 つ ぬ き ん 出 て 光 つ て ゐ た 」105)と記 して い る 。そ の 後 、

第 二 次 世 界 大 戦 が 始 ま り 日 本 は ドイ ツ と 同 盟 を 結 ん だ

た め 、 画 家 た ち は ピ カ ソ や 彼 の 芸 術 に は 微 妙 な 立 場 を

取 ら ざ る を え な か っ た よ う で 、 そ の 態 度 は ピ カ ソ に あ

れ ほ ど ま で に 傾 倒 して い た 伊 原 宇 三 郎 の 文 章 か ら も 充

分 に 想 像 す る こ とが で き る106)。

とい うの も1937年 のパ リ万 国博 覧

会 に ピ カ ソ の 《ゲ ル ニ カ》 が 展 示 さ
れ た と き と同 年 に 発 行 され た 『ア ト

fig.20
日 本 の ピ カ ソ展 ポ ス タ ー の た め に 日本 語 で 署
名 をす る ピ カ ソ 、 右 は 瀬 木 慎 一1964年4月
15日 、 ム ー ジ ャ ン、 瀬 木 慎 一 撮 影

fig.21
ピ カ ソ が 書 い た 日

本 語 署 名 の ヴ ァ リ
エ ー シ ョ ン の 最 終
版(瀬 木 慎 一 著 「ピ
カ ソ 二 十 世 紀 美 術
の 象 徴 』 読 売 新 聞

社 、1971年 ）

表B:戦 後 の 《ゲ ルニ カ》批 評 につ い て

大島辰雄
吉井忠

岡本太郎
富 永 惣 一

土 方 定 一

生野幸吉

坂崎乙郎

瀬 木 真 一

中原祐介

藤松博
瀬木 慎 一

大島辰雄

竹山道雄
坂崎乙郎

岸田勉

「ピ カ ソ 「平 和 の 顔 」 に寄 せ て 」

「ゲ ル ニ カ 」

「ピカ ソの作 品 ゲ ル ニ カ」

「フ ラ ン コの夢 と嘘 」 と 「ゲ ル ニ カ」 －超現 実 主 義 とピ カ ソ

「名 画 に よる 人 間の歴 史」

「モ ナ ・リ ザ と ゲ ル ニ カ 」

「20世 紀 美 術 の 視 点91937年 ベ ル リ ン 」

「ピ カ ソ ・ゲ ル ニ カ 展20世 紀 の 金 字 塔 」

「ピ カ ソ 「ゲ ル ニ カ 」 展 を み る 」

「ピ カ ソ の ゲ ル ニ カ 」

「ピ カ ソ の ゲ ル ニ カ 」

「ゲ ル ニ カ － 怒 れ る ピ カ ソ 」

「東京 のゲ ル ニ カ」

「「ゲ ル ニ カ」饒 舌 」

「『ゲ ル ニ カ』 の意 味 す る もの」

『み づ ゑ 』no.564、1952年

『ピ カ ソ 』 青 木 書 店 、1952年

『青 春 ピ カ ソ』 新 潮 社 、1953年

『ピ カ ソ 』 岩 波 書 店 、1959年

『芸 術 新 潮 』no.122、1960年

『芸 術 新 潮 』no.123、1960年

『美 術 手 帖 』no.209、1962年

『朝 日新 聞 』1962年11月14日

『読 売 新 聞 』1962年11月24日

『美 術 手 帖 』no.213、1962年

「三 彩 』no.157、1962年

『み づ ゑ 』no.694、1962年

『芸 術 新 潮 』no.158、1963年

『萌 春 』110号 、1963年

『西 日 本 新 聞 』1963年3月7日
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リ エ 』 （14巻10号、1937年 ） に 「ピ カ ソが 巴 里 博 に 描
い た大 壁 畫 の 「スペ イ ン民 衆 が 忍 ぶ 呪 ふべ き暴 虐 」 と
いふ の が あ る」 と、 タ イ トル は ない が 明 らか に 《ゲ ル
ニ カ》 を指 して い る 文章 が あ り、 文 の 続 きに 「例 に よ

つ て一 寸 見 て も判 断 のつ か ぬ もの だ が…。但 し僕 も ぼ

ん や りした 寫 眞 版 で見 た ん だ けれ ど…あゝ 云 つ た抽 象

的 な表 現 にゆ くの ち や ない か と思 ふ ね 」 と書 い てあ る。
こ れ は絵 画 に お け る 戦争 の抽 象 化 と して 、《ゲ ルニ カ》

の 抽 象 的 表 現 を例 に 挙 げ て 話 し て お り、 この 時 点 で
は、 純 粋 に絵 画論 や ピ カ ソの 造 形 表現 に つ い て語 る こ
とが で きてい た と思 われ る。上 記 の文 章 は 、『ア トリエ』

主 催 の 座 談 会 で 、造 形 文 化 協 会 の 荒 城季 夫 、尾 川 多 計 、

大 島 隆 一 、 横 川 毅 一 郎 と 同誌 の 藤 本 韶 三 らが 「戦 時
態 勢 下 に於 け る美 術 界 諸 相 の檢 討 」 に つ い て討 議 し
た もの だが 、 尾 川 の上 記 の 発 言 に他 の 出 席 者 も同 意

見 だ が 、 ピ カ ソや ダ リ と比 較 して 日本 の 前 衛 画 家 た
ち が 、 戦 争 の抽 象 表 現 に 傾 くか ど うか は 疑 問 で あ る
と述 べ て い る107)。

戦 後 に な る と、 吉 井忠 、 岡本 太 郎 、 富永 惣 一 は、 ピ
カ ソ芸 術 の 総 論 と して 《ゲ ル ニ カ 》 に つ い て は他 の 作

品解 説 と と もに 執筆 してい る。 戦 後 の新 聞紙 面 や 美 術
雑 誌 で 取 り上 げ られ た 《ゲ ル ニ カ 》 に 関す る論 考 や 批
評 を表Bに ま とめ た。 《ゲ ル ニ カ》 は1962年 に 開催 され
た ピ カ ソ ・ゲ ル ニ カ展 の 紹 介 や 展 評 を 通 じて触 れ られ

る こ とが 多 い が 、 国 内外 で 平 和 活 動 を お こ な っ た丸 木
位 里 、俊 夫妻 の 《原爆 の 図》 との比 較108)や、 ミュ ンヘ
ンや ロ ッテ ル ダム で 巡 回 中 の 《ゲ ル ニ カ》 を見 て 書 か

れ た文 章109)や、 《ゲ ル ニ カ 》 が 描 か れ た 当 時 の社 会 的
背 景 との 関係 につ い ての 論考110)などが あ る。

2.戦 後 にお ける ピカ ソ ・イ メ ー ジ
戦 前 まで の ピカ ソ の イ メー ジは 、彼 の制 作 技 術 や 様

式 を称 賛 す る 一 方 で 、様 々 に変 貌 す る芸 術 性 に対 して
懐 疑 心 が 持 た れ 、豹 変 、 カ メ レオ ン、 山 師 な ど とい っ
た批 判 的 な 言 葉 で ピカ ソ を表 現 す る こ とが しば しば あ
っ た。20世 紀 初 め に 日本 に 紹 介 され て 以 来 の ピ カ ソ ・

イ メー ジ に つ い て は、 中 原 祐 介 が 「日本 にお け る ピカ
ソ像 」 と題 し て 『美 術 手 帖 』 （no.238、1964年 ） に そ
の 展 望 を ま とめ てお り、 これ を起 点 に考 えて み た い が 、
この 章 で は 戦 後1950～60年 代 の ピ カ ソの イ メー ジ を俯

瞰 す る こ とに し、 日本 で の ピカ ソ の全 体 像 は別 の 機 会
に取 り上 げた い と思 う。

中 原 に よれ ば 日本 で の ピ カ ソ像 を 、 ヒ ュ ーマ ニ ス ト
と捉 え る傾 向が 最 も多 い よ うだ 。 しか しそ の 意 味 は複

雑 で 、 中原 は武 者 小 路 実 篤 や 澁 澤龍 彦、 伊 原 宇 三 郎 の
ピ カ ソに 関 す る論 考 か ら ピ カ ソ とい う人 間性 と彼 の作

品 との ギ ャ ップが 、 セ ザ ンヌ や ゴ ッホ とは異 な り、 ピ
カ ソ を解 釈 す る こ と の難 し さ を物語 る と記 して い る。

戦 後 に お い て画 家 や 評 論 家 が 用 い た ピ カ ソ を表 現 す る
主 な 言葉 を表Cに ま とめて お く。

3.1960年 代 の 国 内の 美術 動 向
1960年 代 の 国 内 の 美 術 動 向 と ピカ ソ芸 術 の 関 係 を見

て い くこ とに す る が、 戦 後 ま もな い1940年 代 末 に 開催

され た 二科 展 と新 制 作 派 展 の 展 評 「ピ カ ソ模 様 の ア ロ
ハ シ ャ ツ を着 込 ん で 得 意 が っ て い る よ うな 「新 しさ 」

で は 革新 の 意味 は ない の で あ つ て 、 内容 の 實 質 的 な 充

實 は今 後 に殘 され た 問 題 で あ る 」 や 、「新 制 作 派 の モ
ダニ ズ ム を もつ とも よ く代 辯 して い る の は猪 熊 弦 一 郎
の 諸 作 で あ る。 ピ カ ソの 酵 母 もち ょつ ぴ り利 か せ て ニ
ュー ス タ イル 《マ チ ソ》 と言 う と ころ 」111)などの 辛 口

な批 評 は 、1965年 の 二科 会50周 年 記 念 回 顧 展 を見 た 高

階 秀 爾 の総 評 で、 よ り明確 な 答 え とな る だ ろ う。 高 階
は 「ピカ ソ以 後50年 、西 洋 と日本 との 現 代 絵 画 に 大 き

な落 差 が あ る」 と感 じて い る。 そ れ は、 西 洋 の 新 傾 向
の 芸術 運動 を その 根 底 に あ る真 の 問題 に気 が付 か ず に 、

次 々 に取 り入 れ て しま った た め 、 ピ カ ソ以 後 も ピカ ソ
以 前 とそ の傾 向 は変 わ らな い と言 うこ とで あ る。 高 階
は 「は た して 人 間 とは何 であ るの か」112)を示 唆 して い る。

1960年 代 は、 安 保 闘争 の渦 巻 く社 会 に芸 術 家 も大 き
く関 わ り、 反 体 制 、 反 芸術 性 とい う戦 後 の 美術 界 の転

換 期 を迎 え た。 「読 売 ア ンデ パ ン ダ ン展 」 の 第10回 目

表C:ピ カ ソ の イ メ ー ジ

ヒ ュ ー マ ニ テ ィ ー

ヒ ュ ー マ ニ ス ト

健康 な ピ カ ソ

天衣無縫

聖 な る もの と邪 な る もの

破壊 と創 造 との総 合 美

最 後 の ロ マ ン テ ィ ス ト

ピカ ソの 剽窃

ピカ ソ は普 通 なの だ

エ ロ テ ィ カ

斉藤義重
植村鷹千代
麻生三郎

福 島繁 太 郎 、梅 原 龍 三 郎

柳亮

瀧口修造

小林 秀 雄 、 吉川 逸 治

高階秀爾

谷川俊太郎
瀬木 慎 一

「ピ カ ソ と ヒ ュ ー マ ニ テ ィ ー 」 『ア ト リ エ 』no.264、1949年

「1951年 の ピ カ ソ 」 『芸 術 新 潮 』no.27、1952年

『自 由 美 術 』1951年9月 号

「西 洋 絵 画 史 （座 談 会 ）」『芸 術 新 潮 』no.26、1952年

「ピ カ ソ の 近 作 展 」 『み づ ゑ 』no576、1953年

「ピ カ ソ の 魅 力

1957年5月22日

版 画 展 と映 画 をめ ぐっ て 」 『朝 日新 聞』

「ピ カ ソ 以 後 （対 談 ）」『芸 術 新 潮 』no.100、1958年

「ピ カ ソ の 剽 窃 」 『み づ ゑ 』no.648、650、652～655（1959年 ）、

no.693（1962年 ）、no.710（1964年 ）

「ピ カ ソ 展 を み る 」 『読 売 新 聞 』1964年6月5日(夕 刊 ）

「ピ カ ソ 「エ ロ テ ィ カ 」」 『芸 術 新 潮 』no.231、1969年

研究報告 95



（1958年 ） 頃 か ら 活 動 し て い た 荒 川 修 作 、 赤 瀬 川 原 平 、

篠 原 有 司 男 ら は1960年 に 「ネ オ ・ダ ダ イ ズ ム ・オ ル ガ

ナ イ ザ ー ズ 」を 結 成 し た 。 彼 ら の マ ニ フ ェ ス トに は 「ピ

カ ソ の 闘 争 もす で に ひ き 殺 さ れ た 野 良 猫 の 血 し ぶ き ほ

ど に 、我 々 の 心 を 動 か せ な い 。」 と あ る が 、赤 瀬 川 は 、「気

ば か り 焦 る よ う な 支 離 滅 裂 な 熱 気 が 、 ま さ に ネ オ ダ ダ

の 姿 」113)と当 時 を 回 想 し て い る 。 彼 ら の 街 頭 パ フ ォ ー

マ ン ス や 未 完 の オ ブ ジ ェ の 集 積 は マ ス メ デ ィ ア の 注 目

を 浴 び た 。 そ の 後1963年 、 赤 瀬 川 と高 松 次 郎 、 中 西 夏

之 は 「ハ イ レ ッ ド ・セ ン タ ー 」 を 結 成 し た が 、 赤 瀬 川

が 「千 円 札 裁 判 」 と い う 刑 事 事 件 を 起 こ し 、1960年 代

の 現 代 美 術 に お け る 社 会 性 に つ い て 問 わ れ る き っ か け

が も た ら さ れ る こ と に な っ た 。

高 松 次 郎 は 、 フ ラ ン ク ・ス テ ラ の レ リ ー フ ・ペ イ ン

テ ィ ン グ が ピ カ ソ を 別 の 視 点 で 捉 え る こ と を 教 え て く

れ た と述 べ て い る 。 高 松 の ピ カ ソ に 対 す る 考 え 方 は 「ピ

カ ソ の 世 界 に は 深 い 精 神 性 が 感 じ ら れ る 。 そ れ を 支 え

て い る の は 、 デ フ ォ ル メ イ シ ョ ン に よ る イ メ ー ジ と は

別 に 、 そ の 奥 に 存 在 し て い る さ ま ざ ま な イ メ ー ジ と 関

連 し て い る よ う に 思 わ れ る 。 そ れ を 確 認 す る た め に は

ピ カ ソ を 抽 象 芸 術 と し て 見 る と い う 角 度 も 必 要 」114)で

あ る 。

彼 の 代 表 作 「影 」 シ リ ー ズ （fig.22） に 表 現 さ れ て

い る 理 論 は 、 ピ カ ソ の 言 葉 「芸 術 は 真 実 を 語 る た め の

嘘 で あ る 」 に 通 じ、 こ れ は 高 松 自 身 も 認 め て い る こ と

で あ る 。 高 松 は 影 を 表 現 す る こ と で 、 現 実 の 不 在 を 描

い た 。 ピ カ ソ は ア ト リ エ や 室 内 に 自 画 像 ら し き 人 物 を

影 の シ ル エ ッ トで し ば し ば 描 い て い て 、 ピ カ ソ が シ ュ

ル レ ア リ ス トた ち と接 す る1920年 代 後 半 や 、 戦 後1950

年 代 の 作 品 に た び た び 登 場 す る 。

1964年10月 に は 東 京 オ リ ン ピ ッ ク が 開 催 さ れ た 。 そ

の 公 式 ポ ス タ ー を 手 が け た グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ナ ー の

亀 倉 雄 策 の コ レ ク シ ョ ン に 、 《テ ー ブ ル の 上 の ギ タ ー

と楽 譜 》 （1920年 、 水 彩 ）、 《ラ ン プ の 下 の 静 物 》 （1962年 、

リ ノ カ ッ ト）、 《牛 の 頭 》 （パ ス テ ル ） 等115)が あ り 、 そ

の 影 響 は 、 彼 の ポ ス タ ー 《ユ ー ロ パ リ ア'89ジ ャ パ ン ・

イ ン ・ベ ル ギ ー 》 （1989年 ） （fig.23）に み ら れ る 。 ま た

彼 の 著 書 『曲 線 と 直 線 の 宇 宙 』 （講 談 社 、1983年 ） に 「ピ

カ ソ に 関 す る12章 」116)を執 筆 す る な ど、 彼 は ピ カ ソ に

関 心 が あ っ た デ ザ イ ナ ー で あ る 。

fig.22
高松 次郎 《世 界の壁 》1967年
神 奈川 県立近代 美術館

fig.23
亀 倉 雄 策 《ユ ー ロ パ リ
ア’89ジ ャ パ ン ・イ ン ・
ベ ル ギ ー 》1989年

東 京 国 立 近 代 美 術 館
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一 見 ピカ ソ の芸 術性 と何 ら脈絡 が ない よ うに も見 え

る こ う した新 しい ス タイ ル の芸 術 で用 い られ る コラ ー
ジ ュ や ア ッサ ン ブ ラー ジ ュ とい っ た表 現 手 法 は 、 国 内

外 に 限 らず 、 か つ て ピカ ソ 自 身が 創 り上 げ た もの だ っ
た 。

III.1970年 代 －ピ カ ソの死 を見 つ め る

1970年 代 の 日本 美術 界 で は、 まず 大 型 の 展 覧会 と し

て 、 スペ イ ンの 至 宝 で あ る 二 つ の 「マ ハ 」 が 出 品 され
た ゴ ヤ展 （1971年） と、 展 覧 会 史 上 空 前 の150万 人 の

観 客 を 集 め た モ ナ ・リザ 展 （1974年） が 開 か れ た。 東
京 都 美 術 館 が 新 装 オ ー プ ン （1975年） し、 山梨 県 立

美術 館 に よる ミレ ーの 《種 ま く人 》 の購 入 （1977年）、
1978年 、 国 際 収 支 の黒 字 で ドル減 ら し政 策 の 一環 と し
て 、文 化 庁 の 美 術 品購 入 に15億 円の 予 算 が つ い て ル ソ
ー や ピカ ソ の作 品 な どが購 入 され た117)。アメ リカ の ポ

ップ ・ア ー トを代 表 す る ア ンデ ィ ・ウ ォー ホ ル の 来 日

（1974年） や、 池 田 満 寿 夫 が 『エ ー ゲ海 に捧 ぐ』 で 芥
川 賞 を受 賞 （1977年） し、 この 時 代 の 日本 美術 界 は ま
さに美 術 ブ ー ムの 渦 中 に あ った 。

1960年 末 、 日本 で 「もの 派 」 と呼 ば れ る 李 禹煥 、 関

根 伸 夫 、 菅 木 志 雄 、小 清 水 漸 らが 、 物 の 姿 を捉 え る作
品 を 制作 し始 め る。 欧 米 で は 、 ミニマ ル ・ア ー ト、 コ
ンセ プ チ ュ ア ル ・アー トや 、 ラ ン ド ・アー ト （大 地 の

芸 術 ）、 イ タ リ アの ア ル デ ・ポ ー ヴ ェ ラ （貧 しい芸 術 ）
な どが 並 行 して 起 こっ た。 こ う した 美 術 の 動 向 は モ ダ
ニ ズ ム芸 術 に対 す る 批 判 で あ り、 グ リー ンバ ー グ の ピ

カ ソ批 評 「モ ダニ ズ ム の衰 微 はお そ ら く、 当然 の成 り

行 き と して、 ピカ ソの衰 微 で もあ る他 な か っ た」 を こ
の 時代 の脈 絡 で捉 え る こ と も避 け られ な い だ ろ う。

しか し、 ピカ ソ の 近 作 に よ る 展 覧 会 は 日本 で も継
続 して 開 催 さ れ て い る。1970年2月 に 、「ピ カ ソ 近 作

版 画展 」 （1970年2月7日 －3月15日 、 東 京 国立 近 代 美 術
館 、毎 日新 聞 主 催 ） が催 さ れ た。 これ は 前 年 に 欧米 各
地 で 国際 的 に話 題 とな っ た 版 画展 で、 ピ カ ソが1968年
3月 か ら10月 に か け て制 作 した版 画347点 シ リー ズで エ

ッチ ング、 ドライ ポ イ ン ト、 ア ク アテ ィ ン トな ど様 々
な技 法 で 制 作 され て い る。 エ ロテ ィ ック な テ ー マが 問

題 と な り、 西 脇順 三 郎 に よ れ ば、 ル イー ズ ・レ リス 画
廊 で1968年 に 開 か れ た 「ピ カ ソ ・エ ロ チ カ」 展 で は官
憲 の 目を逃 れ るた め 、作 品20点 が 密 室 で 美術 関係 者 だ
け に 公 開 さ れ た とあ る118)。日本 で はそ の うち の256点
が 展 示 され 、 版 画家 や美 術 愛 好 家 の 問 で 特 に 人気 を博

した。 この展 覧 会 に 関 して は開 催 以前 に瀬 木慎 一119)と
澁 澤 龍 彦 が 美 術雑 誌 です で に紹 介 して い る 。 澁澤 龍 彦
は、 「私 の 頭 の な か に あ るエ ロ テ ィ シ ズ ム と は、 何 か

異 質 の もの を しか 、 そ こ に発 見 す る こ とが で きない の
だ」120)と述べ た。

同年3月 に は、大 阪府 吹 田市 で 日本 万 国博 覧 会 （1970
年3月15日 －9月13日 ） が 開 か れ た。 富 永 惣 一 を館 長 と
す る万 国 博 美 術館 が 開 設 し121)、海 外 か ら40数 カ 国 と 国



内 か ら732点 に及 ぶ作 品 が 出 品 さ れ、 ピ カ ソ の 後 期 キ
ュ ビス ムの 代 表作 《三 人 の 楽 師》 （1921年、 フ ィラ デル
フ ィア美 術 館 、ZIV:332） とマ ルセ ル ・デ ュ シ ャ ンの 《階

段 を降 りる裸婦 》（1912­1916年 、 フ ィ ラデ ル フ ィ ア美

術 館 ） も一緒 に 展 示 さ れ た。 会 期 中 の 入 場 者 は177万
5173人 （『日本美 術 年 鑑』 昭和46年 版 よ り） だ っ た。

1973年4月8日 、 ピ カ ソの 逝 去 が テ レ ビの ニ ュ ー ス や

新 聞 で報 じ られ た。 美 術雑 誌 は 「特 集 ピカ ソ最後 の
個展 」『芸 術 新 潮』 （no.282）、 「特 集 ピカ ソ ・天 才 の終
焉」『芸 術 生活 』（no.286）、「特 集パ ブ ロ ・ピカ ソ」『三彩 』

（no.303）、 「特 集 ピ カソ」『ユ リ イカ』(7月 号 ） な どの特
集号 を刊 行 した 。 『芸 術 新 潮 』 （no.282）は フ ラ ン スで
の反 響 を 「政 府 の 公式 の追 悼 に は じま り、ア カデ ミー ・
フ ラ ン セー ズ の 「オ マ ー ジ ュ集 会 」 の 予 告 、 さ ら に フ

ラ ンス 共 産 党 の 追悼 ま で、 党 派 の 如 何 を問 わ ず、 これ
ほ ど友 人 や 知 人 に 心 か ら愛 され 、 そ の死 を悼 ま れ る ひ
とは も う存 在 しな い だ ろ う。 訃 報 で 感想 を求 め られ て 、

返 事 を拒 ん だ の は ア ン ドレ ・マ ル ロ オ ひ と りだ とい う

(『ル ・モ ン ド』1973年4月10日 号 に よ る ）」122)と記 して
い る 。

『朝 日新 聞 』 （1973年4月9日 、 朝 刊 ） や 『読 売 新 聞』

（1973年4月9日 、 朝 刊 ） は 一 面 に 「巨 匠 ピ カ ソ死 去 」
と して 、 ピ カ ソ の 訃 報 を報 じる記 事 を 載 せ た 。 『朝 日

新 聞』 は三 面 に も関連 記 事 を掲 載 し、そ の見 出 しは 「巨

大 な足 跡 残 した鬼 才 、 ピカ ソの死 、大 きな波 紋 」「生 き
た 美術 史 、 人 間 愛 を描 く」 とあ り、 ピ カ ソの 生前 と関

係 深 か っ た美 術 関 係 者 の コ メ ン トが 一 斉 に 載 せ られ た。

瀬 木慎 一 は 「晩 年 まで精 力 的 に制 作 を続 け た ピカ ソ は、
葛 飾 北 斎 を非 常 に尊敬 して い た とい う」 と、絵 だ け に
打 ち込 ん だ 生 き方 が 、江 戸 時 代 の 北 斎 と現 代 の象 徴 で

あ る画 家 ピ カ ソ をつ な い で い る よ うだ と述べ た。 富 永
惣 一 は 「ピカ ソが 卷 起 した 大 波 をか ぶ らな い 四十 代 以
上 の 画 家 は い な い」 と述 べ 、 ピカ ソ訪 日が 実 現 化 しな
か った の が残 念 だ と述 べ た。 瀧 口 修 造 は 「人 間 そ の も
の をテ ー マ に 、一 貫 して 追 及 し続 け た」 と述 べ た 。 岡

本 太 郎 は 「今 世 紀 最 大 の 作 家 で あ り、 世 界 的 に最 も強
烈 な影響 を与 え た作 家 だ」 と話 した 。荻 須 高 徳 は 「モ
ンパ ル ナ ス 時代 か ら過 去40年 前 、 日本 の 画 家 が 受 け た
ピカ ソの 影 響 は、測 り知 れ ない ほ ど大 きな ものが あ る」

と述べ て い る。

ま た 『読売 新 聞 』 （1973年4月9日、 夕刊 ） に は、 高 階
秀 爾 が 「ピカ ソの 死 」 と題 して 執 筆 し、 「ピ カ ソ にお
い て は、 死 の ドラマ は 、つ ね に また 生命 の ドラ マ で も

あ った 。そ こで は 、死 は生 命 を亡 ぼす もの であ る よ り も、
逆 に ピ カ ソ とい う稀 有 の芸 術 家 の 生 命 を養 う養 分 であ
る か の よ うで あ っ た。」、 「人 間 の ドラ マ を 、万 華 鏡 の
よ う に多 彩 に 変化 す る イ メー ジ に よっ て追 求 す る芸 術

家…(中 略 ） 彼 の 作 品 の 表 面 的 な 多 様 性 の 奥 に 、 一
貫 して 常 に 生 き生 きと した 生 命 力 の 感 じら れ る こ とが 、

何 よ り もよ くそ の本 質 を物 語 って い る。」 と記 した。
作 家 た ちは ピカ ソ を哀悼 し、荒 川修 作 は《BOUNJOUR

PICASSO》 （1973年、北 九 州 市立 美 術館 ） （fig.24）、 岡

本 信 治郎 も 《ミノ トー ル の死 》 （1974年、 徳 島県 立 近 代
美 術 館 ） （fig.25） を制 作 して い る 。荒 川 の作 品 は、19

世 紀 の リア リス ト、 ギ ュス ター ヴ ・ク ー ルベ の 《画 家
の ア トリエ 》 （1855年、 オ ル セ ー美 術 館 ） の 作 品 を逆
さ まに した上 に ピ カ ソへ の ラ ブ レタ ーが 虹 色 の 文 字 で

画 か れ てお り、 単 に ピカ ソへ の敬 愛 を込 め た だ け で な
く、時 代 が 異 な る二 人 の リア リス ト、 クー ル ベ と ピカ
ソ との対 話 を試 み て い る よ うだ。 岡本 は 、 月桂 樹 の冠
とカ タ カ ナの ピ カ ソの 署 名 （1964年に 日本 で 開催 さ れ

た ピ カ ソ展 で ピカ ソ 自身 の書 い た 署 名 ら しい） の あ る

肖像 、 女 性が 持 つ 闘牛 士 の マ ン トに描 か れ た流 血 した
肖像 、 ピ カ ソの分 身 で あ る ミ ノ トー ル の 肖像 の三 対 を
描 いて い る。 こ の作 品 は、 単 に ピカ ソの死 を哀 悼 した
と い う よ りは 日本 の ポ ップ ・アー トの 文脈 で語 られ る
こ との 多 い 岡 本 が、 大 衆 文 化 の 象徴 と して20世 紀 最 大

の 巨 匠 ピ カ ソの イ メ ージ を表 した とい え るだ ろ う。

池 田 満寿 夫 に とっ ての ピ カ ソは20世 紀 絵 画 とは 何 か
とい う命 題 を いつ もつ きつ け られ た画 家 であ った 。 池
田 の1970年 代 後 半 の 池 田版 エ ロ チ カ と称 され る作 品 や、
1980年 代 以 降 の キ ュ ビス ム風 の作 品 な ど に も ピカ ソの

影響 を読 み 取 る こ とが で きる だ ろ う。 池 田 は デ ヴ ィ ッ
ド ・D・ダ ンカ ンが ピカ ソ死 去 の4年 後 に撮 影 した写 真

集 『The　Silent　Studio』 を見 て 、 ピ カ ソの残 した もの の
な か で、 画 家 の去 っ た ア トリエ を一 番 愛 す る と述 べ て
い る。 池 田 は 「一 つ の偉 大 な世 紀 が 終 わ り、一 つ の偉

大 な沈 黙 が残 っ た。 人 間が 物 にな る 瞬 間 だ。」123)と哀 悼
した。

ピ カソ没 後4年 後 の1977年 に は、初 の大 回顧展 と して 、

「ピ カ ソ展 」 （東 京 都 美 術 館 、 笠 間 日動美 術 館 、 読 売 新
聞社 主 催 、 名古 屋 、福 岡他 巡 回 ） が 開 か れ 、38万 人 と

当 時 最 高 の 入場 者 と な った 。 これ ま で 日本 で ピ カ ソの
展 覧 会 は22回 開催 され 、 欧米 の 巨 匠 の なか で 最 も多 く

個 人展 が 開 か れ た作 家 で あ る124)。

fig.24

荒 川 修 作 《Bonjour　 Picasso》 1973年 北 九州 市立美術 館

fig.25
岡 本 信 治 郎 《ミ ノ トー ル の 死 》1974年 徳 島 県 立 近 代 美 術 館
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IV.　 ま と め － そ の 後 の ピ カ ソ 評 価

ピ カ ソ が 亡 く な っ た 後 も 、 日本 で の 展 覧 会 や 作 品 購

入 は と ぎ れ る こ と な く続 い て い き、 彼 の 作 品 や 展 覧 会

で の 人 気 ぶ り は 劣 る こ と は な い 。 本 稿 の 序 文125)で 既

述 し た よ う に 、 現 在 は 国 内 の 多 く の 美 術 館 が ピ カ ソ作

品 を 所 蔵 し て い る 。 当 館 で は1980年 に ピ カ ソ の 《腕 を

組 ん で す わ る サ ル タ ン バ ン ク 》 （1923年 、Z.V:15） を

サ ザ ビ ー ・ニ ュ ー ヨ ー ク の オ ー ク シ ョ ン で 入 手 し た

後 、1992年 に は ピ カ ソ の 総 合 的 キ ュ ビ ス ム 時 代 の 作 品

で か つ て ア ン ド レ ・ブ ル ト ン が 所 有 し て い た 《ブ ル ゴ
ー ニ ュ の マ ー ル 瓶 と ガ ラ ス 、 新 聞 紙 》（1913年 、Z.IIb:

432） を 購 入 し た 。 こ れ ら は 、 当 館 の ピ カ ソ ・ コ レ ク

シ ョ ン の 中 核 を な し て い る 。

1990年 代 、 ピ カ ソ の 青 の 時 代 の 代 表 作 の ひ とつ で あ

る 《ピ エ レ ッ トの 婚 礼 》 （1905年 、Z.I:212） や 、 亀 倉

雄 策 や 土 門 拳 を 魅 了 し た ピ カ ソ の ク ラ シ ッ ク 期 の 《母

と子 》 （1921年 、Z.IV:289） な ど を 、 日 本 の 企 業 が 一

時 所 有 し て お り、 そ れ ら の 作 品 は 国 内 の 展 覧 会 に 出 品

さ れ て 、 一 般 に も 公 開 さ れ て い た 時 期 が あ っ た 。

そ し て 日本 初 の ピ カ ソ 美 術 館 が つ い に 箱 根 に 開 館 し

た 。1984年7月 に 開 館 し た 箱 根 彫 刻 の 森 美 術 館 は 、 ピ

カ ソ と マ リ ー ＝テ レ ー ズ ・ヴ ァ ル テ ル と の 娘 マ ヤ か ら

寄 贈 さ れ た188点 も の ピ カ ソ の 陶 芸 作 品 が 中 心 で 、 他

に 戦 後 の 油 彩 、 素 描 、 版 画 、 純 金 オ ブ ジ ェ 、 シ ル バ ー ・

コ ン ポ ー ト、 ジ ェ マ イ ユ 、 タ ピ ス リ ー を 所 蔵 し て い る 。

ピ カ ソ 生 誕100年 を 記 念 す る 展 覧 会 と し て 「巨 匠 ピ

カ ソ展 生 誕100年 」 （1980年 、 西 武 美 術 館 ） を含 め5つ

の 展 覧 会126)が 催 さ れ た 。 そ の 後 、 大 高 保 二 郎 監 修 の 三

部 作 を含 め 、2008年 ま で ほ ぼ 毎 年 の よ う に 、版 画 や 陶 芸 、

キ ュ ビ ス ム 、 画 家 と モ デ ル 、 写 真 な ど を テ ー マ に 企 画

さ れ た 展 覧 会 が 開 催 さ れ 、 さ す が に 巨 匠 ピ カ ソ な ら で

は の 多 彩 ぶ り と 不 滅 の 価 値 が 窺 え る127)。

ポ ス トモ ダ ン 以 降 の 日 本 の 作 家 へ の ピ カ ソ の 影 響 と

い え ば 、 例 え ば グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ザ イ ン か ら絵 画 に 転

じ た 横 尾 忠 則 は 、1980年 に ニ ュ ー ヨ ー ク 近 代 美 術 館 で

開 催 さ れ た ピ カ ソ 大 回 顧 展 を 見 て 、 画 家 宣 言 を し た と

い う。 横 尾 が1990年 に 、 魂 の 浄 化 を テ ー マ に 制 作 し た

三 部 作 の1つ 《芸 術 の 浄 化 》 （1990年 、 徳 島 県 立 近 代 美

術 館 ） （fig.26） に は ピ カ ソ の 《両 手 で 頬 杖 を つ い て 座

る 女 の 肖 像 》 （1938年 、Z.IV:126） の 明 ら か な 借 用 が

見 ら れ る が 、 横 尾 は あ ら ゆ る 形 式 や 技 術 の 引 用 よ り も 、

ピ カ ソ の 潜 在 的 イ メ ー ジ に

あ る も の へ の 同 化 を 考 え て

い た の で は な い だ ろ う か 。

こ の よ う に 日 本 へ の ピ カ

ソ の 受 容 は 、 作 家 へ の 影 響

や 批 評 、 収 集 、 展 覧 会 な ど

さ ま ざ ま な 形 を と っ て 現

fig.26
横 尾忠則 《芸術 の 浄化》1990年
徳 島県 立近代 美術館
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在 もなお 旺 盛 に続 い て い る。20世 紀初 め に紹 介 さ れ た
ピカ ソ は、1920年 代 大 正 ア ヴ ァ ンギ ャル ドの作 家 た ち

に キ ュ ビス ムの 始祖 と して迎 え られ、 二 科 会 の な か の

前 衛 的作 家 が そ の 影 響 を受 け た 。1930年 代 に な る と官
展系 画 家 に よ る ピ カ ソの新 古 典主 義 時 代 の 作 品 や 、新

制作 派 協 会 へ の 《ゲ ル ニ カ 》 の影 響 な ど、 ピカ ソが ス
タイ ル を変 え る たび に 日本 画壇 へ 与 え る影 響 力 は大 き

か っ た。 戦 後 ま も な く リア リス ム論 争 が 起 こる 一 方 で 、

岡 本 太郎 が 「ピ カ ソ を乗 り越 え る 」 と宣 言 す る と、 日
本 美術 界 は そ れ に呼 応 して 岡 本 の言 葉 を引 用 した。 ピ
カ ソ芸術 は そ れ ほ ど まで に 日本 美術 界 に大 き く関 わ っ
て きた こ とに な る。 戦 前 は 画 家 や 美術 関係 者 の 間 にだ

け知 られ て い た ピカ ソ だ った が 、 戦後 最 初 の ピ カ ソ展
を通 して 、 一般 の 人 々 に も 「ピカ ソ」 の名 前 や 作 品 が

知 られ る よ うに な り、 その 後 ほぼ 毎 年 、 開催 さ れ る ピ
カ ソ展 を通 して 海外 作 家 の なか で も特 に 人気 を博 し、

日本 で もピ カ ソは 巨 匠の 地 位 を不 動 の もの と した 。
一 言 で い う な ら、 ピカ ソ は レ オナ ル ド ・ダ ヴ ィ ンチ

に 匹敵 す るほ ど様 々 な こ とをや って の け た 人物 だ と も
い え る だ ろ う。 現代 美 術 の始 祖 と な った マ ル セ ル ・デ

ュ シ ャ ンの オ ブ ジ ェ を用 い た 「レデ ィ ・メ イ ド」 も、

キ ュ ビ ス ムか らの 決 別 で始 ま っ てい る こ とは 周 知 の こ
とで あ る。 ピ カ ソに 影響 を受 け た作 家 は本稿 で取 り上

げ た他 に も数 多 い るの は い うま で もない が 、 現 代 の画
家 た ち は、 ピ カ ソの 作 品 が あ っ て こ そ、 この よ うに確
信 を持 っ て 自分 た ちの 道 を進 む こ とが で きた の で あ ろ

う。 こ れ は現 代 の 作 家 た ち の作 品 を見 れ ば、 彼 らが す
で に ピカ ソ を乗 り越 えた 作 品 を発 表 してい る こ とか ら

は明 らかで あ る 。
ピ カ ソを 訪 れ た 日本 人 は多 く、画 家 や批 評 家 の み な

らず 一 般 の 人 々 に ま で、 これ ほ ど多 くの 日本 人 に愛 さ

れた ピ カ ソで あ る。 で は ピ カ ソは 日本 文化 や美 術 を ど
の よ う に捉 え て い た の だ ろ うか 、 今 後 は 、 ヨー ロ ッパ

側 で の ピカ ソ につ い て も考 察 したい と思 う。

以 下 は註 釈
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を眺 め て も、 た と え ば ポ ー ル ・デ ル ヴ ォ ー や ハ ン ス ・
ベ ル メ ー ル の 作 品 を 眺 め た 場 合 の よ うに 、 エ ロ テ ィシ

ズ ム の 陶 酔 、 エ ロ テ ィ シ ズ ム の 幻 惑 を い つ か な感 じる

こ とが な く、 た だ た だ 、 大 芸 術 家 の ヴ ィル テ ュ オ ー ジ

テ （神 技 ）に舌 を巻 くば か りな の で あ る 。」澁 澤 龍 彦 「エ

ロ テ ィ シ ズ ム頌 」『みづ ゑ』no.778、1969年 、pp.61­62

121） 展 覧 会 は 万 国 博 覧 会 の テ ー マ 「人類 の 進 歩 と調 和 」 に

沿 っ て 、 （1）創 造 の あ け ぼ の 、 （2）東 西 の 交 流 、 （3）

聖 な る 造 型 、 （4）自 由 へ の 歩 み 、 （5）現 代 の躍 動 の

5つ の セ ク シ ョ ン で構 成 さ れ 、 （5）現 代 の 躍 動 の セ ク

シ ョ ンに ピ カ ソ の後 期 キ ュ ビ ス ム の 代 表 作 《三 人 の 楽

師 》 が 出 品 され た 。

122） 江 原 順 「フ ラ ンス の 反 響 」『芸 術 新 潮 』no.282、1973年 、

p.20

123） 池 田満 寿 夫 「私 の ピ カ ソ」『芸 術 新 潮 』1977年 、p.12

124） 前 掲 註102、p.220

125） 拙 稿 「日本 にお け る ピ カ ソの 受 容 と歴 史 的 回顧 －影 響 、

批 評 、 収 集 の 軌 跡 日本 に お け る ピ カ ソの 第 二 次 受 容

（序 文 ）」 『ブ リ ヂ ス トン 美 術 館 館 報57号 （2008年 度 ）』

pp.96­97
126） ピ カ ソ の 生 誕100年 記 念 の 展 覧 会 は 次 の5つ で あ る 。「巨

匠 ピ カ ソ展 生 誕100年 」 （1980年、西 武 美 術 館 ）、 「ピ

カ ソ 秘 蔵 の ピカ ソ展 生 誕100年 記 念 」 （1981年、 伊 勢

丹 美術 館 、福 岡 ・名 古 屋 ・広 島 巡 回 ）、 「パ ブ ロ ・ピ カ

ソ展 マ リー ナ ・コ レ ク シ ョ ン よ り－生 誕100年 」（1981

年 、 日本 橋 高 島 屋 、大 阪 巡 回 ）、 「ピ カ ソ陶 芸 展 生 誕

100年 記 念 」（1981­82年 、 上 野 の 森 美 術 館 、鎌 倉 ・甲府 ・
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仙 台 ほ か 巡 回 ）、 「ピ カ ソ展 長 女 マ ヤ 、 そ の 母 マ リ ー
=テ レ ー ズ と の 愛 の 日 々 生 誕100年 記 念 マ ヤ ・ル

イ ス=ピ カ ソ ・コ レ ク シ ョン 」 （1981－82年 、 西 武 美 術

館 、 高 知 ほ か 巡 回 ）/桧 垣 暁 子 編 ・展 覧 会 図 録 「巨 匠 ピ

カ ソ 愛 と創 造 の 軌 跡/魂 の ポ ー トレ イ ト」朝 日新 聞 社 、

2008年 、p.355

127） こ の な か で 着 目す べ き は、 ピカ ソの 芸 術 ス タ イル で ま

とめ ら れ た 大 高 保 二 郎 監 修 に よ る3部 作 の 展 覧 会 「ピ

カ ソ 天 才 の 誕 生 バ ル セ ロ ナ ・ ピ カ ソ 美 術 館 展 」

（2002年 、 上 野 の 森 美 術 館 、 産 経 新 聞 社 ）、 「ピ カ ソ ・

ク ラ シ ッ ク1914­1925」 展 （2003年、 上 野 の 森 美 術 館 、

産 経 新 聞 社 ）、 「ピ カ ソ展　 躰 とエ ロ ス　 パ リ ・国 立 ピ

カ ソ美 術 館 所 蔵 」 展 （2004年、 東 京 都 現 代 美 術 館 、 産

経 新 聞 社 ） で 、 新 しい 研 究 成 果 を織 り交 ぜ て 、 系 統 的

に3年 間 続 け て 開 催 され た 欧 米 で も例 を み な い 貴 重 な

企 画 で あ る。 大 高 は 「ピ カ ソ 愛 と苦 悩 － 「ゲ ル ニ カ」
へ の 道 」 （1995­96年、 東 武 美 術 館 、 朝 日新 聞社 ） も監

修 し、 国 内 で 開 か れ た 「ピカ ソ ・ゲ ル ニ カ展 」（1962年）

以 来 の ことで ある。 最 新 は2008年 の 「巨 匠 ピ カ ソ 愛 と

創 造 の 軌 跡/魂 の ポ ー トレ イ ト」(国 立 新 美 術 館 、サ ン

トリ ー美 術 館 、 朝 日新 聞社 ） で 、 パ リ の ピ カ ソ 国立 美

術 館 の 所 蔵 作 品 の う ち167点 を借 用 して2会 場 で 同時 に

展 示 され た画 期 的 な展 覧 会 で あ る 。

＊ ・本 文 中 の 引 用 文 は 原 文 の ま ま 掲 載 し ま し た 。　
・引 用 中 の 著 者 の 名 前 は す べ て 敬 称 を 省 略 さ せ て い た だ

き ま し た 。
・Bloch: Georges Bloch ,Pablo Picasso,catalogue de l’oeuvre

　 grave et lithographie,tome I,1904­1967,Berne,Kornfeld et

　 Klipstein,1968.

　 ・M: Fernand Mourlot,Picasso Lithographe 1919­1956,Tome

　I­III,Monte­Carlo,1949­1956

・作 品 名 《 》 後 の （ ） 内 は 、 制 作 年 、 現 在 の 所 蔵 先 、

　ピ カ ソ 作 品 総 目 録 番 号 　 (Christian　 Zervos,　 Pablo　 Picasso,

　vol.1­33,Paris,Cahiers d'Art,1932­1978.ギ リ シ ャ 数 字

　は 巻 数 、 ア ラ ビ ア 数 字 は 目 録 番 号 を 指 す ） の 順 で あ る 。

Copyright (C)Shinichiro Yoshihara 2010:fig.15

謝 辞
こ れ まで3部 に わ た る本 稿 の 執 筆 に あ た っ て は、 大 高 保 二

郎 氏 を は じめ 、Diana Widmaier Picasso氏 、 青 木 茂 氏 、 片 岡

睦 子 氏 、 瀬 木 慎 一 氏 、 中 村 尚 明 氏 、 平 井 章 一 氏 、 平 澤 広 氏 、

松 本 武氏 、水 沢勉 氏 、森 山 秀 子 氏 、安 井 雄 一 郎 氏 、スペ イ ン ・

ラ テ ン ア メ リ カ 美 術 史研 究 会 、 成 田 山 貞 照 寺 、 文 化 の み ち

二 葉 館 の 諸 氏 お よ び 機 関 に貴 重 な ご意 見 、 ご協 力 を頂 戴 し、

こ こ に記 して 篤 く御 礼 申 し上 げ ます 。 最 後 に 、 当 館 の 島 田

紀 夫館 長 に 感 謝 い た します 。

訂 正 事 項

1.誤 記:『館 報 』（57号）100頁 「年 表 内 」34行 目 の 月 の “〃”

を “9月” に訂 正 。

2.行 移 動:『 館 報 』 （57号）109頁 「年 表 内 」30行 目 “1962年

7月 前 衛 美 術 会 の声 明” を98頁 「年 表 内 」12行 目 に移 動 。

年 月 を “1947年5月 ” に訂 正 。




